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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

一
八
八
︱
二
一
二
頁

一
、
は
じ
め
に

二
〇
〇
九
年
初
め
、
北
京
大
学
に
完
簡
・
残
簡
含
め
て
三
三
四

六
枚
に
も
及
ぶ
竹
簡
群
が
寄
贈
さ
れ
た
。
同
年
三
月
に
は
歴
史
・

考
古
・
中
文
各
科
の
専
門
家
に
よ
る
出
土
文
献
研
究
所
が
設
立
さ

れ
、
整
理
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
竹

簡
群
に
は
『
蒼
頡
篇
』
や
『
老
子
』
の
み
な
ら
ず
、『
周
馴
』『
妄

稽
』『
反
淫
』
等
の
未
知
の
文
献
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
術
数
関
係
の

竹
簡
に
「
孝
景
元
年
」
の
紀
年
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
体

が
比
較
的
成
熟
し
た
漢
隷
に
近
い
こ
と
か
ら
、
各
文
献
で
若
干
の

差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
大
体
は
武
帝
時
代
、
多
く
は
そ
の

後
期
の
も
の
で
あ
り
、
遅
く
と
も
宣
帝
期
を
下
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
国
か
ら
前
漢
期
に
か
け
て
の
中

国
思
想
史
、
或
い
は
中
国
文
化
史
を
補
う
資
料
と
期
待
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。

本
稿
で
扱
う
『
趙
正
書
』
も
そ
の
内
の
一
篇
で
あ
る
。「
趙
正
」

が
秦
の
始
皇
帝
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
全
五
十

二
枚
に
も
及
ぶ
竹
簡
上
に
は
『
史
記
』
の
記
載
と
は
異
な
る
、
秦

王
趙
正
の
死
の
直
前
か
ら
帝
国
の
滅
亡
ま
で
の
物
語
が
記
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
正
し
く
前
漢
の
人
々
が
秦
末
の
歴
史
に
つ
い
て

語
っ
た
新
た
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、『
史
記
』
の
記
述
を
相
対
化

す
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
注
意
が
必
要
な

の
は
、
そ
こ
に
語
ら
れ
る
内
容
が
「
史
実
」
で
あ
っ
た
か
、
確
言

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
本
来
史
実
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、『
趙
正
書
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
中
に
置
か
れ
る
こ

と
で
新
た
な
物
語
的
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
な
く
て

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
趙
正
書
』
に
お
け
る
「
秦
」
叙
述工

藤
卓
司

（ 188 ）



は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、『
趙
正
書
』
は
秦
末
に
つ
い
て
の
歴
史

的
新
知
見
を
提
供
す
る
と
は
明
確
に
は
言
い
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、

「
史
実
」
と
後
人
の
描
く
「
像

イ
メ
ー
ジ」

と
は
簡
単
に
分
離
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
々
が
そ
こ
に
確
実
に

0

0

0

見
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
は
、「
漢
代
人
が
描
く
秦
の
像
」
に
過
ぎ
な
い
。
且
つ

『
趙
正
書
』
は
作
者
自
身
の
評
論
を
伴
う
。
そ
れ
は
『
趙
正
書
』

の
物
語
が
、
何
等
か
の
目
的
を
持
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
よ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
趙
正
書
』
は
漢
代
と
い
う
文
脈
の
中

で
研
究
対
象
と
す
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

そ
の
文
献
的
整
理
を
行
い
、『
史
記
』
や
前
漢
諸
子
文
献
中
の

「
秦
」
叙
述
と
比
較
検
討
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
趙
正
書
』

の
描
く
「
秦
」、
そ
れ
が
見
据
え
る
主
張
と
そ
の
思
想
的
特
色
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
、『
趙
正
書
』
の
内
容

（
一
）
書
誌
情
報

『
趙
正
書
』
の
初
歩
的
研
究
と
し
て
は
、『
文
物
』
二
〇
一
一
年

第
六
期
に
掲
載
さ
れ
た
概
説
及
び
趙
化
成
氏
の
簡
説
が
あ

る
（
注
1
）
。
し
か
し
、
現
在
で
は
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
叁
）』

下
巻
所
載
の
趙
化
成
氏
の
説
明
（
注
2
）
に
よ
る
の
が
最
も
便
利
で
あ

る
。
ま
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
篇
の
基
本
情
報
を
整
理
し
て
お
く

こ
と
に
し
よ
う
。

出
土
文
献
に
よ
っ
て
は
篇
名
未
詳
の
も
の
も
往
々
に
し
て
あ
る

が
、
幸
い
本
篇
は
簡
二
裏
の
上
端
に
近
い
箇
所
に
「
趙
正
書
」
と

記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
字
体
は
本
文
と
一
致
す
る
か
ら
、
少
な
く

と
も
本
文
の
書
写
時
点
で
既
に
こ
の
篇
名
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

竹
簡
数
は
全
五
十
二
枚
。
図
版
に
よ
れ
ば
、
簡
六
と
簡
二
三
が

上
下
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
共
に
直
接
綴
合

可
能
で
あ
る
。
綴
合
後
、
完
簡
は
四
十
六
枚
、
残
簡
は
簡
二
・
簡

四
・
簡
六
・
簡
二
八
の
四
枚
で
計
五
十
簡
と
な
り
、
欠
損
が
比
較

的
大
き
い
簡
二
を
除
け
ば
、
そ
の
他
は
概
ね
状
態
も
よ
く
竹
簡
の

遺
失
も
無
い
。

完
簡
の
長
さ
は
三
〇
・
二
か
ら
三
〇
・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
三

道
編
線
で
契
口
が
あ
る
。
ま
た
、
背
面
に
は
劃
痕
が
計
六
本
（
簡

五
〇
～
八
・
簡
七
～
一
六
・
簡
一
七
～
二
六
・
簡
二
五
～
三
二
・

簡
三
三
～
四
一
・
簡
四
〇
～
四
九
）
認
め
ら
れ
る
が
、
簡
二
は
劃

痕
の
位
置
が
丁
度
篇
名
の
部
分
に
当
た
り
、
篇
名
を
傷
つ
け
る
の

を
避
け
た
た
め
か
、
劃
痕
が
見
ら
れ
な
い
。
無
論
、
簡
二
は
第
二

編
線
辺
り
で
断
絶
し
下
半
が
欠
落
し
て
い
る
か
ら
断
言
は
で
き
な

い
が
、
本
来
劃
痕
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
こ
の
六

本
の
劃
痕
が
略
ぼ
全
簡
に
及
ん
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
整
理
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作
業
上
大
き
く
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
各
完
簡
に
は
二
八
か
ら
三
二
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
総

字
数
は
一
五
〇
〇
字
に
近
い
。
ま
た
全
篇
は
篇
首
に
円
形
墨
点
が

あ
っ
て
提
示
符
号
と
な
っ
て
い
る
他
は
分
章
し
な
い
。
つ
ま
り
本

篇
は
、
そ
の
全
て
が
最
後
段
に
あ
る
勾
識
符
号
以
下
の
評
論
を
導

き
出
す
た
め
の
叙
述
な
の
で
あ
る
。

そ
の
字
体
は
成
熟
し
た
漢
隷
に
近
く
、
字
形
は
寛
扁
、
書
風
は

雄
健
で
、
字
勢
は
右
上
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
趙
氏
は
、
こ
う
し
た
字
体
・
書
風
の
特
徴
は
北
大
漢
簡
の

そ
の
他
の
文
献
と
近
く
、
そ
の
書
写
年
代
は
前
漢
武
帝
期
前
後
、

用
字
・
語
彙
や
語
法
等
か
ら
見
る
と
、『
趙
正
書
』
自
体
の
成
書

年
代
は
前
漢
早
期
に
遡
る
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
二
）『
趙
正
書
』
の
釈
読

で
は
、『
趙
正
書
』
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。『
趙

正
書
』
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
叁
）』

所
載
の
「
釈
文
・
注
釈
」
の
他
、
こ
れ
ま
で
数
篇
の
研
究
成
果
が

発
表
さ
れ
て
い
る
（
注
3
）
。
以
下
、
そ
れ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
筆
者

な
り
の
釈
読
を
示
し
て
み
た
い
。
な
お
上
述
の
様
に
『
趙
正
書
』

は
本
来
分
章
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
原
釈
文
に
倣
っ
て
、
そ
の
内

容
か
ら
Ⅰ
～
Ⅵ
の
六
段
落
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
簡
文
中
の
●
は
円
形
墨
点
、
〓
は
重
文
符
号
、
＜
は
勾

識
符
号
、【　

】
内
の
数
字
は
竹
簡
番
号
、
ａ
・
ｂ
は
夫
々
破
断

竹
簡
の
上
・
下
を
示
す
。
ま
た
、（　

）
内
の
漢
字
は
上
の
原
字

を
読
み
改
め
た
も
の
、
□
は
不
明
瞭
な
字
、
…
…
は
欠
損
部
分
を

意
味
し
、〔　

〕
内
の
漢
字
は
欠
損
や
脱
字
を
補
っ
た
も
の
、
四

角
で
囲
っ
た
文
字
は
衍
字
で
あ
る
。
な
お
文
字
等
の
考
証
に
つ
い

て
は
煩
を
避
け
る
た
め
、
内
容
理
解
上
重
要
な
箇
所
の
み
説
明
を

加
え
る
。

趙
正
書
【
２
裏
】

Ⅰ　
〈
秦
王
趙
正
の
発
病
〉

●
昔
者
、
秦
王
趙
正
出
斿
（
遊
）
天
下
、
環
（
還
）
至
白
（
柏
）

人
而
病
。
病
䔍
（
篤
）、

（
喟
）
然
流
涕
長
大
（
太
）
息
、
謂

左
右
曰
、【
１
】「
天
命
不
可
變
于
（
乎
）。
吾
未
嘗
病
如
此
、
悲

□
（
注
4
）
…
…
。」
…
…
【
２
】
而
告
之
曰
、「
吾
自
視
天
命
、
年
五

十
歳
而
死
。
吾
行
年
十
四
而
立
、立
卅
七
歳
矣
。
吾
當
以
今
【
３
】

〔
歳
〕
（
注
5
）
死
、
而
不
智
（
知
）
其
月
日
、
故
出
斿
（
遊
）
天
下
、

欲
以
變
氣
易
命
、
不
可
于
（
乎
）。
今
病
䔍
（
篤
）、
幾
死
矣
。
其

【
４
】
亟
日
夜
揄
（
進
）、
趣
（
趨
）
（
注
6
）
至
白
泉
之
置
、
毋
須
後

者
。
其
謹

（
微
）
密
之
、
毋
令
羣
臣
智
（
知
）
病
。」

昔
者
、
秦
王
趙
正
天
下
に
出
遊
し
、
還か

へ

る
に
白
人
に
至
り
て

病
み
た
り
。
病
篤
く
、
喟き

然ぜ
ん

と
し
て
涕な

み
だ

を
流
し
長
太
息
し

（ 190 ）



て
、
左
右
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
天
命
變
ふ
べ
か
ら
ざ
る
か
。

吾
れ
未
だ
嘗
て
病
み
た
る
こ
と
此
の
ご
と
き
は
な
し
、
悲

□
…
…
」
と
。
…
…
而
し
て
之
に
告
げ
て
曰
く
、「
吾
れ
自

ら
天
命
を
視み

る
に
、
年

よ
は
ひ

五
十
歳
に
し
て
死
な
ん
。
吾
れ
行

年
十
四
に
し
て
立
ち
、
立
つ
こ
と
卅
七
歳
な
り
。
吾
れ
當
に

今
〔
歳
〕
を
以
て
死
ぬ
べ
き
も
、
其
の
月
日
を
知
ら
ず
、
故

に
天
下
に
出
遊
し
て
、
以
て
氣
を
變
へ
命
を
易か

へ
ん
と
欲
す

る
も
、
可
な
ら
ざ
る
か
。
今
病
篤
く
、
幾
ど
死
な
ん
と
す
。

其
れ
亟す

み
やか

に
日
夜
進
み
て
、
趨は

し

り
て
白
泉
の
置え

き

に
至
り
、
後

者
を
須ま

つ
毋
か
れ
。
其
れ
微
を
謹
み
て
之
を
密
に
し
、
羣
臣

を
し
て
病
み
た
る
を
知
ら
し
む
る
毋
か
れ
」
と
。

Ⅱ　
〈
胡
亥
の
立
太
子
〉

病
即
大
甚
、
而
【
５
】
不
能
前
、
故
復
召
丞
相
斯
曰
（
注
7
）
、「
吾

霸
王
之

（
壽
）
足
矣
、
不
奈
吾
子
之
孤
【
６
ａ
】
弱
何
。【
６

ｂ
】
（
注
8
）
…
…
其
後
不
勝
大
臣
之
分
（
紛
）
爭
、
爭
侵
主
。
吾
聞

之
、
牛
馬

（
鬬
）
而
閩
（
蚊
）

（
虻
）
死
其
下
、
大
臣
爭

〔
而
〕（
注
9
）
齎
（
齊
）
民
古
（
苦
）。
吾
【
７
】
衣
（
哀
）
令
（
憐
）

吾
子
之
孤
弱
、
及
吾
蒙
容
之
民
、
死
且
不
忘
。
其

（
議
）
所

立
。」
丞
相
臣
斯
昧
死
【
８
】
頓
首
（
注
10
）
言
曰
、「
陛
下
萬
歳
之

（
壽
）
尚
未
央
也
。
且
斯
非
秦
之
産
也
、
去
故
下
秦
、
右
主
左

【
９
】
親
、
非
有
強
臣
者
也
。

（
竊
）
善
陛
下
高

（
議
）、
陛

下
幸
以
爲
糞
土
之
臣
、
使
教
萬
民
、
臣
【
10
】

（
竊
）
幸
甚
。

臣
謹
奉
法
令
、
陰
脩
甲
兵
、
飭
正
（
政
）
教
、
官

（
鬬
）
士
、

尊
大
（
注
11
）
臣
、
盈
其
爵
祿
。
使
秦
并
【
11
】
有
天
下
、
有
其
地
、

臣
其
王
、
名
立
於
天
下
、
執
（
勢
）
有
周
室
之
義
、
而
王
爲
天

子
。
臣
聞
不
仁
【
12
】
者
有
所
盡
其
財
、
毋
勇
者
有
所
盡
其
死
。

臣

（
竊
）
幸
甚
、
至
死
及
身
不
足
。
然
而
見
疑
【
13
】
如
此
、

臣
等
盡
當
僇
（
戮
）
死
、
以

（
報
）
於
天
下
者
也
。」
趙
正
流

涕
而
謂
斯
曰
、「
吾
非
疑
子
也
、
子
【
14
】
吾
忠
臣
也
。
其

（
議
）
所
立
。」
丞
相
臣
斯
・
御
史
大
夫
臣
去
疾
昧
死
頓
首
言
曰
、

「
今
道
遠
而
詔
【
15
】
期
宭
（
羣
）
臣
（
注
12
）
。
恐
大
臣
之
有
謀
。

請
立
子
胡
亥
爲
代
後
。」
王
曰
、「
可
。」

病
即
ち
大
い
に
甚
し
く
し
て
、
前す

す

む
能
は
ず
、
故
に
復ま

た
丞

相
斯
を
召
し
て
曰
く
、「
吾
が
霸
王
の
壽
は
足
れ
る
も
、
吾

が
子
の
孤
弱
を
奈
何
と
も
せ
ず
。
…
…
其
の
後
、
大
臣
の
紛

爭
に
勝た

へ
ざ
ら
ば
、
爭
は
主
を
侵
さ
ん
。
吾
れ
之
を
聞
け

り
、
牛
馬
闘
ひ
て
蚊
虻
は
其
の
下
に
死
に
、
大
臣
爭
ひ
て
齊

民
苦
し
む
と
。
吾
れ
吾
が
子
の
孤
弱
を
哀あ

は
れ憐

み
、
吾
が
蒙
容

の
民
に
及
び
て
は
、
死
す
と
も
且
つ
忘
れ
ず
。
其
れ
立
つ
る

所
を
議は

か

れ
」
と
。
丞
相
臣
斯
昧
死
頓
首
し
て
言
ひ
て
曰
く
、

「
陛
下
萬
歳
の
壽
は
尚
ほ
未
だ
央つ

き
ざ
る
な
り
。
且
つ
斯
は

秦
の
産
に
非
ざ
る
な
り
（
注
13
）
、
故

ふ
る
さ
と

を
去
り
て
秦
に
下
り
、

主
を
右
に
し
て
親
を
左
に
す
る
も
（
注
14
）
、
強
臣
有
る
者
に
非
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ざ
る
な
り
。
竊
に
陛
下
の
高
議
を
善
し
と
す
る
に
、
陛
下
幸

に
し
て
以
て
糞
土
の
臣
と
爲
し
て
、
萬
民
を
教
へ
し
む
る

は
、
臣
の
竊
に
幸
甚
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
臣
謹
し
み
て
法

令
を
奉
じ
、
陰ひ

そ
かに

甲
兵
を
脩
め
、
政
教
を
飭た

だ

し
、
闘
士
に
官

し
、
大
臣
を
尊
び
、
其
の
爵
祿
を
盈み

た
さ
し
む
。
秦
を
し
て

天
下
を
并
有
し
、
其
の
地
を
有
し
、
其
の
王
を
臣
と
せ
し
む

れ
ば
、
名
は
天
下
に
立
ち
、
勢
は
周
室
の
義
有
り
て
、
王
は

天
子
と
爲
れ
り
。
臣
は
聞
け
り
、
仁
な
ら
ざ
る
者
は
其
の
財

を
盡
く
す
所
有
り
、
勇
毋
き
者
は
其
の
死
を
盡
く
す
所
有
り

と
。
臣
の
竊
に
幸
甚
と
す
る
は
、
死
の
身
に
及
ぶ
に
至
る
も

足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
然
り
而
し
て
疑
は
る
る
こ
と
此
の

ご
と
し
。
臣
等
は
盡
く
當
に
戮
死
し
て
以
て
天
下
に
報
ず
べ

き
者
な
り
」
と
。
趙
正
涕
を
流
し
て
斯
に
謂
ひ
て
曰
く
、

「
吾
れ
子し

を
疑
ふ
に
非
ざ
る
な
り
、
子
は
吾
が
忠
臣
な
り
。

其
れ
立
つ
る
所
を
議
れ
」
と
。
丞
相
臣
斯
・
御
史
大
夫
臣
去

疾
昧
死
頓
首
し
て
言
ひ
て
曰
く
、「
今
、
道
遠
く
し
て
詔
し

て
群
臣
に
期
せ
り
。
大
臣
の
謀
有
る
を
恐
る
。
請
ふ
、
子
胡

亥
を
立
て
て
代
後
と
爲
さ
ん
こ
と
を
」
と
。
王
曰
く
、「
可

な
り
」
と
。

Ⅲ　
〈
胡
亥
の
即
位
と
そ
の
施
政
へ
の
子
嬰
の
諌
言
〉

王
死
而
胡
亥
立
、
即
殺
其
【
16
】
兄
夫
（
扶
）
胥
（
蘇
）、
中
尉

恬
、
大

（
赦
）
罪
人
、
而
免
隸
臣
高
以
爲
郎
中
令
（
注
15
）
。
因
夷

其
宗
族
、
（
壞
）
其
社

（
稷
）、【
17
】
燔
其
律
令
及
古
（
故
）

世
之
臧
（
藏
）。
有
（
又
）
欲
起
屬
車
萬
乘
以
扶
（
撫
）
天
下
、

曰
、「
且
與
天
下
更
始
。」
子
嬰
進
【
18
】
閒
（
諫
）
曰
、「
不
可
。

臣
聞
之
、
芬
（
芥
）
茝
未
根
而
生
周
（
凋
）
旾
（
時
）
同
（
注
16
）
、

天
地
相
去
遠
而
陰
陽
氣
合
、
五
國
十
二
【
19
】
諸
侯
、
民
之
耆

（
嗜
）
欲
不
同
而
意
不
異
。
夫
趙
王
〔
遷
〕
鉅
（
遽
）
殺
良
將
李

（
黴
）
而
用

（
顏
）
聚
、
燕
王
【
20
】
喜
而

（
軻
）
之
謀

而
倍
（
背
）
秦
之
約
、
齊
王
建
遂
殺
其
古
（
故
）
世
之
忠
臣
而
后

勝
之

（
議
）
（
注
17
）
。
此
三
君
【
21
】
者
、
皆
冬
（
終
）
以
失
其

國
而
央
（
殃
）
其
身
。
是
皆
大
臣
之
謀
、
而
社

（
稷
）
之
神
零

（
靈
）
福
也
。
今
王
欲
一
日
（
旦
）【
22
】
而
棄
去
之
、臣

（
竊
）

以
爲
不
可
（
注
18
）
。
臣
聞
之
、
輕
慮
不
可
以
【
23
ａ
】
治
固
（
國
）

（
注
19
）
、
蜀
（
獨
）
勇
不
可
以
存
將
、
同
力
【
23
ｂ
】
可
以
舉
重
、

比
心
壹
智
可
以
勝
眾
、
而
弱
勝
強
者
、
上
下
調
而
多
力
壹
也
。
今

國
危
適
（
敵
）
必
（
比
）、【
24
】

（
鬬
）
士
在
外
、
而
内
自
夷

宗
族
、
誅
羣
忠
臣
、
而
立
無

（
節
）
行
之
人
、
是
内
使
羣
臣
不

相
信
、【
25
】
而
外
使

（
鬬
）
士
之
意
離
也
。
臣

（
竊
）
以

爲
不
可
。」
秦
王
胡
亥
弗
聽
、
遂
行
其
意
、
殺
兄
夫
（
扶
）【
26
】

胥
（
蘇
）、
中
尉
恬
、
立
高
爲
郎
中
令
、
出
斿
（
遊
）
天
下
。

王
死
し
て
胡
亥
立
ち
、
即
ち
其
の
兄
扶
蘇
・
中
尉
恬
を
殺

し
、
罪
人
を
大
赦
し
て
、
隸
臣
高
を
免
じ
て
以
て
郎
中
令
と
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爲
さ
ん
と
す
。
其
の
宗
族
を
夷こ

ろ

し
、
其
の
社
稷
を
壞こ

ぼ

ち
、
其

の
律
令
及
び
故
世
の
藏
を
燔や

き
、
又
た
屬
車
萬
乘
を
起
こ
し

て
以
て
天
下
を
撫や

す

ん
ぜ
ん
と
欲
す
る
に
因
り
て
、
曰
く
、

「
且
に
天
下
と
更
始
せ
ん
と
す
」
と
。
子
嬰
進
み
諫
め
て
曰

く
、「
可
な
ら
ず
。
臣
之
を
聞
け
り
、
芥か

い

茝し

は
未
だ
根
つ
か

ず
し
て
生
凋
の
時
は
同
じ
く
、
天
地
は
相
ひ
去
る
こ
と
遠
く

し
て
陰
陽
の
氣
は
合
ふ
と
。
五
國
十
二
諸
侯
、
民
の
嗜し

欲よ
く

は

同
じ
か
ら
ざ
る
も
意こ

こ
ろ

は
異
な
ら
ず
。
夫
れ
趙
王
〔
遷
〕
は

遽に
わ
か

に
良
將
李り

黴ぼ
く

を
殺
し
て
顏
聚
を
用
ひ
、
燕
王
喜
は
軻
の

謀
を
而も

っ

て
秦
の
約
に
背
き
、
齊
王
建
は
遂
に
其
の
故
世
の
忠

臣
を
殺
す
に
后
勝
の
議
を
而
て
す
。
此
の
三
君
は
、
皆
終
に

以
て
其
の
國
を
失
ひ
て
其
の
身
に
殃
ひ
せ
り
。
是
れ
皆
な
大

臣
の
謀
な
る
も
、
社
稷
の
神
靈
は
福
せ
り
。
今
、
王
一
旦
に

し
て
之
を
棄
去
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
臣
竊
に
以
て
可
な
ら
ず

と
爲
す
。
臣
之
を
聞
け
り
、
輕
慮
は
以
て
國
を
治
む
べ
か
ら

ず
、
獨
勇
は
以
て
將
を
存
す
べ
か
ら
ず
と
。
力
を
同
じ
く
す

れ
ば
以
て
重
き
を
舉
ぐ
べ
く
、
心
を
比あ

は
せ
智
を
壹
に
す
れ

ば
以
て
眾
に
勝
つ
べ
し
。
而
し
て
弱
の
強
に
勝
つ
者
は
、
上

下
調
ひ
て
多
力
壹
な
り
。
今
、
國
は
危
く
敵
は
比き

そ

ふ
に
、
鬬

士
は
外
に
在
る
も
、
内
に
自
ら
宗
族
を
夷
し
、
羣
忠
臣
を
誅

し
て
、
節
行
無
き
の
人
を
立
つ
る
は
、
是
れ
内
に
羣
臣
を
し

て
相
ひ
信
ぜ
ざ
ら
し
め
て
、
外
に
鬬
士
の
意
を
し
て
離
れ
せ

し
む
る
な
り
。
臣
竊
に
以
て
可
な
ら
ず
と
爲
さ
ん
」
と
。
秦

王
胡
亥
聽
か
ず
、
遂
に
其
の
意
を
行
ひ
て
、
兄
の
扶
蘇
・
中

尉
恬
を
殺
し
、
高
を
立
て
て
郎
中
令
と
爲
し
て
、
天
下
に
出

遊
せ
り
。

Ⅳ　
〈
李
斯
の
罪
状
告
白
〉

後
三
年
（
注
20
）
、
有
（
又
）
欲
殺
丞
相
斯
。
斯
曰
、「
先
王
之
所

【
27
】〔
謂
〕（
注
21
）
牛
馬

（
鬬
）
而
閔
（
蚊
）

（
虻
）
死
其
下
、

大
臣
爭
而
齎
（
齊
）
民
古
（
苦
）、
此
之
謂
夫
。」
斯
且
死
、
故
上

書
曰
（
注
22
）
、「
可
【
28
】
道
其
罪
足
以
死
于
（
乎
）。
臣
爲
秦
相
卅

餘
歳
矣
、
遝
（
逮
）
秦
之

（
陜
？
）
而
王
之
約
（
弱
）
（
注
23
）
。

始
時
、
秦
地
方
不
【
29
】
過
數
百
里
、
兵
不
過
數
萬
人
。
臣
謹
悉

意
壹
智
、
陰
行
謀
臣
、
齎
之
金
玉
、
使
斿
（
遊
）
諸
【
30
】
侯
。

而
陰
脩
甲
兵
〓
（
注
24
）
、
飭
〔
政
教
、
官
〕

（
鬬
）
士
（
注
25
）
、
尊

大
臣
、
盈
其
爵
祿
。
故
冬
（
終
）
以
脅
韓
而
弱
魏
、
有
（
又
）
破

【
31
】
趙
而
夷
燕
・
代
、
平
齊
・
楚
、
破
屠
其
民
、
盡
烕
（
滅
）

其
國
而
虜
其
王
、
立
秦
爲
天
子
者
、
吾
罪
【
32
】
一
矣
。
地
非
不

足
也
、
北
馳
胡
幕
（
漠
）
（
注
26
）
、
南
入
定
巴
蜀
、
入
南
海
、
擊
大

越
、
非
欲
有
其
王
、
以
見
秦
【
33
】
之
彊
者
、
吾
罪
二
矣
。
尊
大

臣
、
盈
其
爵
祿
、
以
固
其
身
者
、
吾
罪
三
矣
。
更
劾
（
刻
）
畫
斗

甬
（
桶
）【
34
】
度
量
、
壹
文
章
、
布
之
天
下
（
注
27
）
、
以
樹
秦
之

名
者
、
吾
罪
四
矣
。
立
社

（
稷
）、
脩
宗
廟
、
以
明
主
之
【
35
】
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賢
者
、
吾
罪
五
矣
。
治
馳
道
、
興
斿
（
遊
）
觀
、
以
見
王
之
得
志

者
、
吾
罪
六
矣
。

（
緩
）
刑
罰
而
薄
【
36
】
賦
斂
、
以
見
主
之

德
眾
其
惠
（
注
28
）
、
故
萬
民
戴
主
、
至
死
不
忘
者
、
吾
罪
七
矣
。
若

斯
之
爲
【
37
】
人
臣
者
、
罪
足
以
死
久
矣
。
上
幸
而
盡
其
能
力
、

以
至
於
今
。
願
上
察
視
之
。」
秦
王
胡
亥
【
38
】
弗
聽
、
而
遂

殺
斯
。後

三
年
し
て
、
又
た
丞
相
斯
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
斯
曰
く
、

「
先
王
の
所
〔
謂
〕
る
牛
馬
闘
ひ
て
蚊
虻
其
の
下
に
死
に
、

大
臣
爭
ひ
て
齊
民
苦
し
む
と
は
、
此
の
謂
ひ
か
」
と
。
斯
且

に
死こ

ろ

さ
れ
ん
と
す
、
故
に
書
を
上

た
て
ま
つり

て
曰
く
、「
其
の
罪
は

以
て
死こ

ろ

さ
る
る
に
足
る
と
道い

ふ
べ
き
か
。
臣
秦
相
と
爲
り
て

卅
餘
歳
な
り
。
秦
の
陜せ

ま

く
し
て
王
の
弱わ

か

き
と
き
に
逮い

た

る
。
始

め
の
時
、
秦
の
地
は
方
數
百
里
に
過
ぎ
ず
、
兵
は
數
萬
人
に

過
ぎ
ず
。
臣
謹
み
て
意
を
悉つ

く
し
智
を
壹
に
し
て
、
陰
に
謀

臣
を
行
か
せ
、
之
に
金
玉
を
齎あ

た

へ
、
諸
侯
に
遊
ば
し
む
。
而

し
て
陰
に
甲
兵
を
脩
め
、〔
政
教
を
〕
飭
し
、
闘
士
〔
に
官

し
〕、
大
臣
を
尊
び
、
其
の
爵
祿
を
盈
た
さ
し
む
。
故
に
終

に
以
て
韓
を
脅
し
て
魏
を
弱
め
、
又
た
趙
を
破
り
て
燕
・
代

を
夷た

い
らげ

、
齊
・
楚
を
平
ら
げ
、
破
り
て
其
の
民
を
屠ほ

ふ

り
、
盡

く
其
の
國
を
滅
ぼ
し
て
其
の
王
を
虜
に
し
、
秦
を
立
て
て
天

子
と
爲
せ
る
は
、
吾
が
罪
の
一
な
り
。
地
は
足
ら
ざ
る
に
非

ざ
る
も
、
北
の
か
た
胡
漠
に
馳
せ
、
南
の
か
た
入
り
て
巴
蜀

を
定
め
、
南
海
に
入
り
、
大
越
を
擊
ち
、
其
の
王
を
有
た
ん

と
欲
す
る
に
非
ず
し
て
、
以
て
秦
の
彊
を
見し

め

せ
し
は
、
吾
が

罪
の
二
な
り
。
大
臣
を
尊
び
、
其
の
爵
祿
を
盈
た
し
て
、
以

て
其
の
身
を
固
む
る
は
、
吾
が
罪
の
三
な
り
。
更
め
て
斗
桶

度
量
に
刻
畫
し
、
文
章
を
壹
に
し
、
之
を
天
下
に
布し

き
て
、

以
て
秦
の
名
を
樹た

て
し
は
、
吾
が
罪
の
四
な
り
。
社
稷
を
立

て
、
宗
廟
を
脩
め
て
、
以
て
主
の
賢
な
る
を
明
ら
か
に
せ
し

は
、
吾
が
罪
の
五
な
り
。
馳
道
を
治
め
、
遊
觀
を
興
し
て
、

以
て
王
の
志
を
得
た
る
を
見
せ
し
は
、
吾
が
罪
の
六
な
り
。

刑
罰
を
緩
く
し
て
賦
斂
を
薄
く
し
て
、
以
て
主
の
德
其
の
惠

を
眾
く
す
る
を
見
す
、
故
に
萬
民
は
主
を
戴
き
、
死
に
至
る

ま
で
忘
れ
ざ
る
は
、
吾
が
罪
の
七
な
り
。
斯
の
人
臣
た
る
が

ご
と
き
は
、
罪
以
て
死
さ
る
る
に
足
る
こ
と
久
し
き
も
、
上

幸
に
し
て
其
の
能
力
を
盡
く
さ
し
め
て
、
以
て
今
に
至
れ

り
。
願
は
く
は
上
察
か
に
之
を
視
よ
」
と
。
秦
王
胡
亥
聽
か

ず
し
て
、
遂
に
斯
を
殺
さ
ん
と
す
。

Ⅴ　
〈
李
斯
の
予
見
と
胡
亥
の
死
〉

斯
且
死
、
故
曰
、「
斯
則
死
矣
、
見
王
之
今
從
斯
矣
。
雖
然
、
遂

出
善
言
。
臣
聞
【
39
】
之
、
變
古
亂
常
、
不
死
必
亡
。
今
自
夷
宗

族
、
壞
其
社

（
稷
）、
燔
其
律
令
及
古
（
故
）
世
之
臧
（
藏
）、

所
【
40
】
謂
變
古
而
亂
常
者
也
。
王
見
病
者
乎
。
酒
肉
之
惡
、
安
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能
食
乎
。
破
國
亡
家
、
善
言
之
【
41
】
惡
、
安
能
用
乎
。
察
（
注
29
）

（
登
）
高
智
（
知
）
其
危
矣
、
而
不
智
（
知
）
所
以
自
安
者
、

前
據
白
刃
自
智
（
知
）
且
死
、【
42
】
而
不
智
（
知
）
所
以
自
生

者
。
夫
逆
天
道
而
倍
（
背
）
其
鬼
神
、〔
社
稷
〕
之
神
零
（
靈
）

福
（
注
30
）
、
烕
（
滅
）
先
人
及
自
夷
宗
族
、【
43
】
壞
其
社

（
稷
）、

燔
其
律
令
及
中
（
終
）
（
注
31
）
人
之
功
力
、
而
求
更
始
者
、
王
勉
之

矣
。
斯
見
其
央
（
殃
）
今
至
矣
。」【
44
】
秦
王
胡
亥
弗
聽
、
遂
殺

斯
。
子
嬰
進
閒
（
諫
）
曰
、「
不
可
。
夫
變
俗
而
易
法
令
、
誅
羣

忠
臣
、
而
【
45
】
立
無

（
節
）
行
之
人
、
使
以
法
從
（
縱
）
其

約
（
欲
）
（
注
32
）
、
而
行
不
義
於
天
下
、
臣
〓
（
注
33
）
恐
其
有
後
咎
。

大
臣
外
謀
【
46
】
而
百
生
（
姓
）
内
宛
（
怨
）。
今
將
軍
張
（
章
）

邯
兵
居
外
、
卒
士
勞
古
（
苦
）、
委
輸
不
給
。
外
毋
（
注
34
）
適
（
敵
）

而
内
有
爭
【
47
】
臣
之
志
、
故
曰
危
。」
秦
王
胡
亥
弗
聽
、
遂
行

其
意
、
殺
丞
相
斯
、
立
高
、
使
行
丞
相
・
御
史
【
48
】
之
事
。
未

能
冬
（
終
）
其
年
、
而
果
殺
胡
亥
。
將
軍
張
（
章
）
邯
入
夷
其

國
、
殺
高
。

斯
且
に
死こ

ろ

さ
れ
ん
と
す
、
故
に
曰
く
、「
斯
則ま

さ

に
死
さ
れ
ん

と
す
る
に
、
王
の
今
に
斯
に
從
ふ
を
見
る
。
然
り
と
雖
も
、

遂
に
善
言
を
出
だ
さ
ん
。
臣
之
を
聞
け
り
、
古
を
變
へ
て
常

を
亂
る
は
、
死
さ
れ
ざ
る
と
も
必
ず
亡
ぶ
と
。
今
、
自
ら
宗

族
を
夷
し
、
其
の
社
稷
を
壞
ち
、
其
律
令
及
び
故
世
の
藏
を

燔
き
し
は
、
所
謂
る
古
を
變
へ
て
常
を
亂
る
者
な
り
。
王
よ

病
者
を
見
た
る
か
、
酒
肉
を
之
惡に

く

む
は
、
安
ぞ
能
く
食
さ
ん

か
。
破
國
亡
家
、
善
言
を
之
惡
む
は
、
安
ぞ
能
く
用
ひ
ん

か
。
高
き
に
登
る
を
察み

て
其
の
危
き
を
知
る
も
、
自
ら
安
き

所
以
の
者
を
知
ら
ず
、
前
に
白
刃
に
據
り
て
自
ら
且
に
死
さ

れ
ん
と
す
る
を
知
る
も
、
自
ら
生
あ
る
所
以
の
者
を
知
ら

ず
。
夫
も
天
道
に
逆
ら
ひ
て
其
の
鬼
神
に
背
き
、〔
社
稷
〕

の
神
靈
は
福
す
と
も
、
先
人
を
滅
ぼ
し
て
、
自
ら
宗
族
を
夷

し
、
其
の
社
稷
を
壞
つ
に
及
び
、
其
の
律
令
を
燔
き
て
、
人

の
功
力
を
終つ

く
す
に
及
び
て
、
更
始
を
求
め
ん
と
す
る
は
、

王
之
を
勉
む
。
斯
其
の
殃
の
今
に
至
ら
ん
こ
と
を
見
る
」

と
。
秦
王
胡
亥
聽
か
ず
、
遂
に
斯
を
殺
さ
ん
と
す
。
子
嬰
進

み
諫
め
て
曰
く
、「
可
な
ら
ず
。
夫
れ
俗
を
變
へ
て
法
令
を

易か

へ
、
羣
忠
臣
を
誅
し
て
、
節
行
無
き
の
人
を
立
て
、
法
を

以
て
其
の
欲
を
縱
に
せ
し
め
て
、
不
義
を
天
下
に
行
は
ば
、

臣
其
の
後
咎
有
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
大
臣
は
外
に
謀
り
て
百

姓
は
内
に
怨
む
。
今
、
將
軍
章
邯
の
兵
は
外
に
居
り
、
卒
士

は
勞
苦
す
る
も
、
委
輸
は
給
せ
ず
。
外
に
敵
毋
き
も
内
に
爭

臣
の
志
有
り
、
故
に
危
と
曰
ふ
」
と
。
秦
王
胡
亥
聽
か
ず
、

遂
に
其
の
意
を
行
ひ
て
、
丞
相
斯
を
殺
し
、
高
を
立
て
て
、

丞
相
・
御
史
の
事
を
行
は
し
む
。
未
だ
其
の
年
を
終
ふ
能
は

ず
し
て
、
果
た
し
て
胡
亥
を
殺
せ
り
。
將
軍
章
邯
入
り
て
其

の
國
を
夷た

い
らげ

て
、
高
を
殺
せ
り
。
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Ⅵ　
〈
評
論
〉

＜
曰
、「
胡
亥
所
謂
不
【
49
】
聽
閒
（
諫
）
者
也
、
立
四
年
而
身

死
國
亡
。」
（
注
35
）
【
50
】

曰
く
、「
胡
亥
は
所
謂
る
諫
を
聽
か
ざ
る
者
な
れ
ば
、
立
ち

て
四
年
に
し
て
身
は
死
さ
れ
國
は
亡
べ
り
」
と
。

三
、�『
趙
正
書
』
の
内
容
上
の
特
色

―
『
史
記
』
と
の
比

較
を
通
し
て

以
上
、
筆
者
な
り
に
『
趙
正
書
』
の
釈
読
を
提
示
し
た
。
続
い

て
、
そ
の
内
容
上
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

や
は
り
注
意
を
引
く
の
は
『
史
記
』
の
記
載
と
の
異
同
で
あ
ろ

う
（
注
36
）
。

（
一
）「
白
人
」「
白
泉
」
に
つ
い
て

特
に
重
要
な
相
違
点
と
し
て
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
始
皇

帝
病
没
前
後
の
記
載
で
あ
る
。
ま
ず
、
秦
始
皇
本
紀
に
は
「（
始

皇
）
平
原
津
に
至
り
て
病
む
。（
中
略
）
七
月
丙
寅
、
始
皇
沙
丘

平
臺
に
崩
ず
」
（
注
37
）
と
あ
る
が
、『
趙
正
書
』
で
は
「
白
人
」
に

て
発
病
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
死
地
は
明
白

で
は
な
い
。
Ⅰ
の
秦
王
趙
正
の
言
辞
に
よ
れ
ば
、「
白
泉
の
置
」

を
急
ぎ
目
指
し
て
い
た
筈
だ
か
ら
、
秦
王
の
死
地
は
「
白
人
」
か

ら
「
白
泉
の
置
」
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
地
名
が
共
に
「
白
」
を
含

む
こ
と
で
あ
る
。
原
注
は
「
白
人
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
戦
国
趙

の
地
「
柏
人
」、
即
ち
今
の
河
北
省
邢
台
市
隆
尭
県
に
当
た
る
と

す
る
。
ま
た
「
白
泉
の
置
」
に
つ
い
て
、「
文
献
の
記
載
に
は
見

え
な
い
が
、（
中
略
）
そ
の
地
は
柏
人
か
ら
遠
く
な
い
と
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陳
剣
氏
は
「
白
泉
」
は
「
甘

泉
」
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
（
注
38
）
。
当
時
、
甘
泉
に
は
離
宮
が

あ
り
、
陝
西
省
淳
化
県
に
遺
址
が
残
る
が
、
巡
幸
の
主
要
通
過
点

で
も
あ
っ
た
か
ら
、
陳
氏
の
指
摘
は
至
極
妥
当
に
思
え
る
。

し
か
し
、
白
人
や
白
泉
を
実
際
の
巡
幸
経
由
地
に
比
定
す
る
よ

り
も
、
そ
こ
に
物
語
的
な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ま
い

か
。
こ
の
点
、
王
子
今
氏
の
論
考
は
示
唆
的
で
あ
る
。
王
氏
は
ま

ず
、「
白
（
柏
）
人
」
の
象
徴
的
意
味
を
『
史
記
』
張
耳
陳
余
列

伝
の
記
事
中
に
見
出
だ
す
。
高
祖
が
韓
王
信
の
残
党
を
掃
討
し
て

の
帰
途
、
趙
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
、
趙
相
貫
高
等
は
そ
の
前

年
、
高
祖
が
趙
王
敖
に
不
遜
な
態
度
を
と
っ
た
こ
と
に
不
満
を
抱

き
高
祖
暗
殺
未
遂
事
件
を
起
こ
す
。
そ
の
地
が
柏
人
で
あ
っ
た
。

王
氏
は
、
高
祖
が
「
柏
人
」
と
い
う
地
名
を
聞
い
て
「
人
に
迫
る

と
い
う
意
味
だ
」
と
考
え
て
早
々
に
立
ち
去
っ
て
い
る
点
に
注
目

し
て
い
る
。
ま
た
「
白
泉
」
に
つ
い
て
、『
礼
稽
命
徴
』
の
「
王

者
禮
の
制
を
得
れ
ば
、
則
ち
澤
谷
の
中
に
白
泉
出
で
、
之
を
飲
め
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ば
、
壽
を
し
て
長
か
ら
し
む
」
（
注
39
）
を
引
く
。
王
氏
は
、
こ
う
し

た
考
え
が
『
趙
正
書
』
の
「
白
泉
」
を
理
解
す
る
上
で
の
一
助
と

な
る
と
指
摘
す
る
の
だ
が
卓
見
で
あ
る
（
注
40
）
。
自
ら
の
死
の
訪
れ

を
予
感
し
た
秦
王
趙
正
が
長
生
を
想
起
さ
せ
る
「
白
泉
」
の
地
へ

と
馳
せ
よ
う
と
し
、
結
局
叶
わ
ず
に
死
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、

皮
肉
に
富
む
、
よ
く
で
き
た
物
語
で
は
あ
る
。

た
だ
筆
者
は
、『
趙
正
書
』
が
一
篇
の
物
語
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
時
、
こ
の
二
地
が
共
に
「
白
」
を
含
む
点
に
更
な
る
意
味

を
見
出
さ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
秦
」
と
「
白
」

と
い
う
結
び
つ
き
が
『
史
記
』
に
は
屡
々
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
高
祖
本
紀
に
記
載
さ
れ
た
次
の
説
話
は
特
に
著
名
で
あ
る
。

劉
邦
は
沛
県
の
亭
長
と
し
て
刑
徒
を
伴
っ
て
酈
山
へ
向
か
っ
て
い

た
が
、
多
く
の
逃
亡
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
任
務
を
放
棄

し
、
残
っ
た
十
余
人
の
壮
士
を
連
れ
て
自
ら
も
逃
亡
を
図
る
。
そ

の
道
中
、
酒
に
酔
っ
た
劉
邦
は
、
道
を
塞
い
で
い
た
大
蛇
を
一
刀

両
断
し
て
殺
し
て
し
ま
う
。
後
続
の
従
者
が
聞
い
た
老
母
の
話
に

よ
る
と
、
そ
の
大
蛇
は
実
は
「
白
帝
の
子
」
で
あ
っ
た
。「
赤
帝
の

子
」
が
来
て
そ
れ
を
斬
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
（
注
41
）
。

「
赤
帝
の
子
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、「
道
に
当
た
」
っ
て
い
た
「
白

帝
の
子
」
の
命
運
は
尽
き
、「
赤
帝
の
子
」
は
「
白
帝
の
子
」
を

斬
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
を
切
り
開
く
の
で
あ
る
。
こ
の
「
白
帝
の

子
」
が
秦
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
見
易
い
。

秦
と
「
白
帝
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
封
禅
書
に

「
秦
の
襄
公
既
に
侯
た
り
て
、
西
垂
に
居
り
、
自
ら
少せ

う

皞か
う

の
神
を

主つ
か
さ
どら

ん
と
以
爲
ひ
て
、
西
畤
を
作
り
、
白
帝
を
祠ま

つ

る
」
（
注
42
）
と

あ
り
、
そ
の
後
、
文
公
や
献
公
も
「
白
帝
」
を
祀
っ
て
い
る
。
劉

邦
斬
蛇
の
物
語
は
、
こ
う
し
た
秦
の
故
事
と
関
連
す
る
も
の
だ
ろ

う
。『
史
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
す
る

と
水
徳
を
採
用
し
て
黒
を
上
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
春
秋
戦
国
時
代

の
秦
は
西
の
辺
境
に
居
る
こ
と
を
自
覚
し
、
西
方
の
神
白
帝
を
崇

め
、
白
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
注
43
）
。

津
田
左
右
吉
は
嘗
て
、
劉
邦
斬
蛇
説
話
に
お
け
る
秦
と
「
白
」、

高
祖
と
「
赤
」
の
結
び
つ
き
は
五
徳
転
移
の
思
想
と
は
関
係
な
く

方
位
に
由
来
す
る
も
の
で
、
漢
代
以
後
配
当
さ
れ
た
も
の
だ
と
考

え
た
（
注
44
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
繁
は
こ
の
説
話
を
「
終
始
五

徳
の
説
に
依
っ
て
、
秦
を
金
徳
と
し
、
漢
を
火
徳
と
し
、
漢
が
秦

に
打
ち
勝
っ
て
天
下
に
君
臨
し
た
こ
と
の
正
当
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
」
と
し
て
、
高
祖
在
世
中
に
作
ら
れ
た
と
論
じ
る
（
注
45
）
。

ま
た
、
板
野
長
八
は
漢
火
徳
説
を
漢
を
尭
の
後
裔
と
す
る
説
に
基

づ
く
と
し
、
そ
の
漢
尭
後
説
は
董
仲
舒
系
の
人
々
か
ら
出
た
と
述

べ
て
い
る
（
注
46
）
。
今
、
こ
の
論
争
に
深
く
立
ち
入
る
余
裕
は
な
い

が
、
秦
に
「
白
」
を
重
ね
る
こ
と
の
意
義
は
別
と
し
て
、
そ
う
し

た
思
考
が
少
な
く
と
も
『
史
記
』
以
前
に
存
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
武
帝
期
以
降
の
漢
火
徳
説
が
広
ま
る
に
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随
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
認
知
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
ろ
う
こ
と

は
、『
趙
正
書
』
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。『
趙

正
書
』
の
「
白
人
」「
白
泉
」
も
、
実
在
し
た
地
名
を
表
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
秦
＝
「
白
」
と
い
う
古
く
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
漢
代
を
背
景
と
し
て
、
作
者
の
思
考
に
影
響
し
た
結
果
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
二
）「
御
史
大
夫
臣
去
疾
」
に
つ
い
て

続
い
て
、
秦
始
皇
本
紀
に
は
「
三
十
七
年
十
月
癸
丑
、
始
皇
出

遊
す
。
左
丞
相
斯
は
從
ひ
、
右
丞
相
去
疾
は
守
た
り
」
（
注
47
）
と
あ

る
が
、『
趙
正
書
』
の
場
合
は
丞
相
李
斯
・
御
史
大
夫

0

0

0

0

馮
去
疾
で

あ
り
、
両
者
共
に
始
皇
最
後
の
巡
幸
に
随
行
し
て
い
る
。
こ
の
点

も
『
史
記
』
と
『
趙
正
書
』
と
の
相
違
で
あ
る
。

ま
ず
は
官
職
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
漢
書
』
百
官
公
卿
表

上
（
注
48
）
に
よ
れ
ば
、
秦
は
左
右
二
人
の
丞
相
を
置
い
て
い
た
が
、

高
祖
の
即
位
以
来
一
人
と
な
り
、
高
祖
十
一
年
（
前
一
九
六
）
に

相
国
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。
恵
帝
六
年
（
前
一
八
九
）
に

再
び
左
右
二
人
の
丞
相
が
置
か
れ
る
が
、
文
帝
二
年
（
前
一
七

八
）
に
は
一
人
に
戻
さ
れ
（
注
49
）
、
元
寿
二
年
（
前
二
）
に
大
司
徒

と
呼
ば
れ
る
様
に
な
る
ま
で
大
き
な
変
更
は
な
か
っ
た
様
で
あ

る
。『
史
記
』
漢
興
以
来
将
相
名
臣
表
や
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表

下
で
は
、
高
祖
九
年
に
蕭
何
が
相
国
に
遷
っ
た
と
あ
り
、
年
代
の

記
載
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
略

ぼ
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

秦
が
丞
相
を
初
め
て
設
置
し
た
の
は
武
王
二
年
（
前
三
一
〇
）

で
あ
る
。
統
一
後
の
帝
号
選
定
の
際
に
は
王
綰
の
み
丞
相
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
八
年
の
瑯
邪
台
刻
石
に
は
隗
林
・
王
綰

二
人
の
名
が
見
え
て
い
る
。
や
は
り
左
右
二
人
の
丞
相
を
置
い
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
李
斯
が
丞
相
と
な
っ
た
の
は
列
伝
に
よ
る
と
統

一
後
の
こ
と
で
、
秦
始
皇
本
紀
の
始
皇
三
十
四
年
に
「
丞
相
李

斯
」
と
あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
丞
相
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
の
馮
去
疾
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
績
は
殆
ど
わ

か
ら
な
い
。
始
皇
三
十
七
年
に
咸
陽
留
守
を
命
じ
ら
れ
た
時
「
右

丞
相
」
と
し
て
登
場
し
、
二
世
二
年
に
獄
中
自
殺
す
る
ま
で
そ
の

職
に
あ
っ
た
と
い
う
く
ら
い
で
あ
る
。

で
は
何
故
、「
右
丞
相
」
で
あ
る
筈
の
馮
去
疾
が
、『
趙
正
書
』

で
は
「
御
史
大
夫
」
と
さ
れ
た
の
か
。
始
皇
三
十
七
年
時
の
御
史

大
夫
に
つ
い
て
は
明
白
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
世
元
年
の
会
稽

刻
石
に
は
「
御
史
大
夫
臣
德
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ
の

「
徳
」
な
る
人
物
だ
っ
た
ろ
う
。
で
は
、『
趙
正
書
』
は
何
故
馮
去

疾
を
御
史
大
夫
と
し
た
の
か
。
様
々
な
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
で
は
二
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
て
み
た
い
。
一
つ
は
混
同
に
よ
る

誤
解
で
あ
る
。
帝
号
選
定
に
際
し
、
上
奏
者
と
し
て
「
丞
相
綰
・

御
史
大
夫
劫
・
廷
尉
斯
等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
御
史

（ 198 ）



馮
去
疾
が
登
場
す
る
の
は
、
胡
亥
の
立
太
子
に
関
す
る
場
面
の
み

で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
は
『
趙
正
書
』
の
物
語
の
中
で
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。『
史
記
』
が
始
皇
帝
死
後
、
李
斯
・
趙
高
等
が

謀
議
の
上
、
遺
詔
の
簒
改
を
経
て
胡
亥
を
即
位
さ
せ
た
と
し
て
い

る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、『
趙
正
書
』

の
描
く
胡
亥
の
即
位
は
一
応
、
秦
王
趙
正
が
群
臣
の
推
戴
に
従
っ

た
結
果
と
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、『
趙
正
書
』
の
場
合
、
胡
亥
の

即
位
を
陰
謀
の
結
果
と
は
せ
ず
、
正
当
な
手
順
を
経
て
の
も
の
だ

と
す
る
の
で
あ
る
。
秦
始
皇
本
紀
に
お
い
て
、
始
皇
の
死
後
、
李

斯
が
最
も
恐
れ
た
の
が
「
諸
公
子
及
び
天
下
に
變
有
」
る
こ
と
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、『
趙
正
書
』
の
李
斯
等
が
「
大
臣
の
謀
」
を

恐
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
点
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
胡
亥
は
正
当

な
手
順
を
経
て
即
位
す
る
訳
だ
か
ら
、
諸
公
子
に
は
異
論
を
差
し

挟
む
余
地
は
な
い
。
胡
亥
の
即
位
は
、
趙
正
の
意
を
汲
ん
だ
丞
相

李
斯
や
御
史
大
夫
馮
去
疾
に
よ
る
推
戴
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性

を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
点
は
更
に
、『
趙
正
書
』
全
篇
の
構
成
と
も
関
係
し
て
い

る
。『
趙
正
書
』
が
趙
正
の
死
に
臨
ん
で
、
去
疾
を
も
登
場
さ
せ

て
胡
亥
の
立
太
子
を
建
言
さ
せ
る
の
は
、
趙
正
が
群
臣
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
君
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
篇
の
主
旨
が
、「
諫
を
聽
か
ざ
る
者
」
胡
亥
を
糾
弾
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
そ
の
胡
亥
と
は
異
な
り
、
父

大
夫
劫
」
は
将
軍
馮
劫
で
あ
り
、
二
世
二
年
に
去
疾
と
共
に
自
殺

し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
馮
氏
を
混
同
し
た
可
能
性
が
無

い
訳
で
は
な
か
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
秦
制
を
漢
制
に
よ
っ
て
説
明
し
直
し
た
結
果
、
馮

去
疾
を
御
史
大
夫
と
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
御
史
大
夫
は

本
来
監
察
機
関
で
あ
る
御
史
府
の
長
官
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
職

掌
は
副
丞
相
で
あ
っ
た
（
注
50
）
。
つ
ま
り
、
秦
代
に
お
け
る
右
丞
相

は
、
漢
代
の
一
丞
相
制
下
に
お
け
る
御
史
大
夫
に
相
当
す
る
訳
で

あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
作
者
或
い
は
読
者
が
秦
制
に
詳
し
く
な
い
場

合
、
意
識
的
無
意
識
的
問
わ
ず
、
本
来
「
右
丞
相
」
で
あ
る
べ
き

も
の
を
「
御
史
大
夫
」
へ
と
改
編
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

『
趙
正
書
』
が
右
丞
相
で
あ
る
筈
の
馮
去
疾
を
御
史
大
夫
と
す
る

点
に
鑑
み
る
時
、
史
実
と
し
て
の
「
秦
」
と
『
趙
正
書
』
と
の
間

に
は
若
干
の
距
離
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
距
離
」
は
必

ず
し
も
時
間
的
な
隔
絶
を
指
す
訳
で
は
な
い
。「
秦
」
に
関
す
る

知
識
か
ら
の
隔
絶
と
言
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、『
趙
正
書
』
が
た
と
え
漢
初
に
成
立
し
て
い
た
と
し
て

も
、
著
者
や
読
者
群
が
秦
を
熟
知
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
或
い
は

成
書
年
代
が
稍
々
下
る
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
『
趙
正
書
』
で
は
、
李
斯
も
馮
去
疾
も
始
皇
の
巡
幸
に
随

伴
し
て
い
た
。
続
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。
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趙
正
は
死
に
臨
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
群
臣
の
言
に
耳
を
傾
け
る

者
で
あ
っ
た
の
だ
。
咸
陽
に
い
た
筈
の
馮
去
疾
が
巡
幸
に
随
行
し

て
立
太
子
の
建
言
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
群
臣
の
建
言
・

臣
下
の
諌
言
に
対
す
る
二
王
の
態
度
の
対
照
性
を
強
調
す
る
た
め

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
三
）
二
人
の
秦
王

こ
う
し
た
二
王
の
対
照
性
は
、『
趙
正
書
』
の
秦
王
趙
正
像
に

も
大
き
な
特
徴
を
与
え
て
い
る
。
秦
始
皇
本
紀
に
は
「
始
皇
死
を

言
ふ
を
惡に

く

め
ば
、
羣
臣
も
敢
て
死
事
を
言
ふ
莫
し
」
（
注
51
）
と
あ
っ

た
。『
史
記
』
が
描
く
始
皇
像
は
正
し
く
尉
繚
が
評
し
た
「
蜂
準
、

長
目
、
摯
鳥
膺
、
豺
聲
、
恩
少
く
し
て
虎
狼
の
心
あ
り
、
約
に
居

り
て
は
易
し
く
人
の
下
に
出
で
、
志
を
得
る
も
亦
た
輕
し
く
人
を

食
ら
ふ
」
（
注
52
）
そ
の
儘
で
、
激
怒
す
る
こ
と
は
屡
々
あ
っ
て
も
涙

を
見
せ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
更
に
「
怚
に
し
て
人
を
信

じ
ず
」
（
注
53
）
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
趙
正
書
』
の
趙
正
は
自

ら
の
寿
命
が
尽
き
ん
と
す
る
に
臨
ん
で
、
生
に
対
す
る
執
着
を
涙

ま
で
流
し
て
素
直
に
吐
露
し
、
そ
の
出
游
自
体
も
延
命
を
期
し
て

の
も
の
と
し
て
あ
る
（
注
54
）
。
ま
た
、
自
ら
の
死
期
の
近
い
こ
と
を

悟
る
や
、
弧
弱
の
子
胡
亥
の
将
来
ま
で
心
配
す
る
親
心
ま
で
覗
か

せ
て
再
び
落
涙
す
る
と
共
に
、
李
斯
等
を
心
か
ら
頼
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
始
皇
帝
像
は
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

『
趙
正
書
』
の
著
し
い
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、『
趙
正
書
』
に
お
け
る
趙
高
は
「
節
行
無
き
の
人
」

（
簡
二
五
及
び
簡
四
六
）
と
評
さ
れ
、
李
斯
殺
害
後
、
丞
相
及
び

御
史
大
夫
の
職
を
兼
任
す
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
が
、
そ
れ
程

重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
本
篇
が
趙
高
に
与
え
る
の

は
、
胡
亥
に
抜
擢
さ
れ
て
、
臣
下
同
士
の
対
立
を
惹
起
す
る
と
い

う
役
割
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。『
史
記
』
で
は
子
嬰
に
よ
っ
て

誘
殺
さ
れ
る
趙
高
が
、『
趙
正
書
』
に
お
い
て
は
章
邯
に
よ
っ
て

殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
本
人
が
招
い
た
内
外
対
立
の
結
末
と
し

て
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
本
篇
の
中
心
的
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
趙
高
の
死
は
子
嬰
の
「
今
將
軍
章
邯
兵
居
外
、
卒
士
勞

苦
、
委
輸
不
給
。
外
毋
敵
而
内
有
爭
臣
之
志
、
故
曰
危
」
と
い
う

諌
言
に
応
じ
て
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
子
嬰
の
諌
言
に
耳
を
傾

け
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
争
臣
の
心
よ
り
「
卒
士
労
苦
、
委
輸
不

給
」
と
い
う
状
況
が
生
じ
、
趙
高
（
内
）
と
章
邯
（
外
）
と
の
間

の
軋
轢
を
経
て
、
最
終
的
に
章
邯
に
よ
る
趙
高
殺
害
が
生
じ
る
の

だ
。
そ
れ
は
皮
肉
に
も
、
秦
王
趙
正
が
死
を
目
前
に
し
て
危
惧
し

た
情
勢
で
あ
っ
た
が
、『
趙
正
書
』
の
重
心
は
や
は
り
諌
言
へ
の

対
応
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、『
史
記
』
に
見
え
る
扶
蘇
・

蒙
恬
の
自
殺
や
蒙
毅
殺
害
に
関
す
る
詳
細
な
顛
末
は
『
趙
正
書
』

に
は
必
要
無
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、『
史
記
』
に
は
一
度
し
か
な

い
子
嬰
の
諌
言
が
、『
趙
正
書
』
で
は
二
度
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
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い
ず
れ
も
胡
亥
に
よ
っ
て
拒
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
趙
正
と
胡

亥
、
二
人
の
秦
王
の
対
照
性
を
強
く
際
立
た
せ
る
だ
ろ
う
。『
趙

正
書
』
の
叙
述
の
矛
先
は
、
あ
く
ま
で
も
諫
言
を
聴
か
ざ
る
胡
亥

へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
小
結

以
上
、『
史
記
』
と
の
相
違
か
ら
、『
趙
正
書
』
の
特
色
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
て
き
た
。『
史
記
』
と
『
趙
正
書
』
と
の
間
で
は

共
通
点
も
少
な
く
な
い
が
、
本
節
で
は
如
上
の
相
違
点
を
見
出
し

た
。
ま
た
考
察
の
結
果
と
し
て
、（
１
）「
秦
」
＝
「
白
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
２
）
史
実
と
し
て
の

「
秦
」
と
は
若
干
の
距
離
が
あ
る
こ
と
、（
３
）
全
編
に
渡
っ
て

「
諫
を
聽
か
ざ
る
者
」
胡
亥
を
強
調
す
る
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
等
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
と
り
わ
け
三
点
目
は
、
本
篇
の
主

旨
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
始
皇
帝
の
新
た
な
一
面
を
も
呈
し
て
い
る
。
趙
正
と
胡
亥
、
こ

の
二
人
の
秦
王
の
対
照
性
こ
そ
が
、『
趙
正
書
』
に
お
け
る
物
語

の
核
心
な
の
で
あ
る
。

四
、『
趙
正
書
』
の
思
想
史
上
の
位
置

前
節
で
は
『
史
記
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
趙
正
書
』
の
特

色
に
つ
い
て
述
べ
た
。
続
い
て
『
趙
正
書
』
の
中
国
思
想
史
に
お

け
る
位
置
に
つ
い
て
、
漢
初
の
思
想
文
献
と
の
比
較
を
通
じ
て
考

察
を
進
め
て
み
た
い
。

（
一
）『
趙
正
書
』
の
政
治
的
立
場
―
諌
言
内
容
を
手
懸
り
と
し
て

既
述
の
様
に
、『
趙
正
書
』
の
主
張
は
評
論
部
分
に
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
即
ち
、
諌
言
に
耳
を
傾
け
な
い
君
主
は
滅
亡
の
憂
目
に

遭
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
主
張
は
諸
子
に
普

遍
的
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
に
特
色
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。

た
だ
し
、
そ
の
諌
言
内
容
に
着
目
し
、
前
漢
諸
子
文
献
と
比
較
す

る
時
、
若
干
の
思
想
的
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
様
に
思
わ

れ
る
。

『
趙
正
書
』
に
は
「
秦
王
胡
亥
弗
聽
」
の
句
が
四
度
に
渡
っ
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は
Ⅲ
に
見
え
る
。
秦
王
と
な
っ
た
胡
亥

は
扶
蘇
・
蒙
恬
を
殺
し
、
大
赦
を
行
っ
て
趙
高
を
郎
中
令
に
し
よ

う
と
す
る
。
ま
た
、
宗
族
を
殺
し
、
社
稷
を
破
壊
し
、
律
令
や

代
々
の
蔵
を
焼
く
な
ど
し
た
上
で
巡
幸
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。
胡
亥
の
「
更
始
」
を
求
め
る
宣
言
に
は
新
政
へ
の
意
欲
が
見

て
取
れ
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
子
嬰
は
諌
め
る
。
ま
ず
批
判
す
る

の
は
、
胡
亥
が
社
稷
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
嘗
て

趙
・
燕
・
斉
の
三
王
は
「
大
臣
の
謀
」
に
よ
っ
て
亡
国
の
君
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
社
稷
は
な
お
福
を
下
し
た
。
そ
れ
な
の
に
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胡
亥
は
即
位
後
直
ち
に
社
稷
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
。
子
嬰
は
ま

ず
、
こ
の
点
を
不
可
と
し
て
い
る
。
次
に
、
山
東
の
敵
に
対
し
て

挙
国
一
致
す
べ
き
時
に
、
胡
亥
が
宗
族
忠
臣
を
殺
し
て
、
趙
高
を

重
用
し
よ
う
と
す
る
点
も
問
題
視
し
、
胡
亥
に
翻
意
を
促
す
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
胡
亥
は
聴
か
ず
、
扶
蘇
と
蒙
恬
を
殺
し
て
趙
高

を
抜
擢
し
、
天
下
巡
遊
へ
と
出
発
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
は
秦
王
趙
正
の
死
後
に
生
じ
た
政
治
的
対
立
を
見
な
い

訳
に
は
い
か
な
い
。
胡
亥
が
「
更
始
」
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し

て
、
子
嬰
は
保
守
的
立
場
か
ら
諫
言
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
革
新
と
保
守
の
対
立
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

同
様
の
観
点
か
ら
の
胡
亥
批
判
は
、
Ⅴ
の
李
斯
と
子
嬰
の
諌
言

に
も
見
ら
れ
る
。
李
斯
は
刑
死
さ
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
胡
亥
の

死
も
近
い
こ
と
を
予
見
す
る
一
方
で
、
胡
亥
に
対
し
て
最
後
の

「
善
言
」
を
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
、「
今
自
夷
宗
族
、
壞
其

社
稷
、
燔
其
律
令
及
故
世
之
藏
、
所
謂
變
古
而
亂
常
者
也
」
と
あ

る
。
胡
亥
の
政
治
を
「
古
を
變
へ
て
常
を
亂
る
」
も
の
と
規
定
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
続
く
子
嬰
も
、「
俗
を
變
へ
て
法
令
を
易

ふ
」
も
の
だ
と
述
べ
る
。
李
斯
や
子
嬰
か
ら
す
れ
ば
、
胡
亥
の
政

治
は
秦
王
趙
政
の
政
治
か
ら
の
刷
新
を
図
る
も
の
と
し
て
映
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
政
治
的
変
化
を
求
め
る
胡
亥
に
対
し
、

李
斯
や
子
嬰
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

の
諌
言
は
政
治
的
不
変
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
Ⅳ
の
李
斯
の
言
葉
も
同
様
の
意
味
と
し
て

把
握
で
き
そ
う
で
あ
る
。
Ⅳ
で
胡
亥
は
李
斯
を
殺
害
し
よ
う
と
す

る
の
だ
が
、
李
斯
は
自
身
の
三
十
余
年
に
も
及
ぶ
秦
へ
の
忠
勤
と

そ
の
功
績
と
を
敢
て
七
罪
と
し
て
示
し
、「
若
斯
之
爲
人
臣
者
、

罪
足
以
死
久
矣
。
上
幸
而
盡
其
能
力
、
以
至
於
今
」
と
述
べ
て
い

た
。
臣
下
と
し
て
長
年
行
っ
て
き
た
こ
と
が
罪
だ
と
言
う
な
ら
、

死
罪
に
当
た
る
こ
と
既
に
久
し
い
。
し
か
し
、
秦
王
は
そ
の
才
能

を
尽
く
さ
せ
て
く
れ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、

今
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
の
が
彼
の
意
で
あ
る
。
李

斯
の
所
謂
「
今
」
の
前
後
で
、
政
治
的
状
況
が
劇
的
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
一
文
に
も
胡
亥
が
実
行
し
よ
う

と
す
る
政
治
的
変
革
に
対
す
る
批
判
意
識
が
反
映
し
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
。

こ
の
様
に
『
趙
正
書
』
に
見
ら
れ
る
秦
王
胡
亥
に
対
す
る
諌
言

は
、
多
く
保
守
的
な
見
解
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
李
斯
や

子
嬰
は
胡
亥
の
「
更
始
」
を
求
め
る
新
政
に
対
し
て
批
判
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
政
治
的
「
不
変
」
の

主
張
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
前
漢
初
期
の
秦
史
観
―
陸
賈
と
賈
誼
の
場
合

で
は
、
こ
う
し
た
主
張
は
漢
代
思
想
と
い
う
脈
絡
の
中
で
ど
の

様
な
位
置
に
あ
る
の
か
。「
暴
秦
」「
無
道
秦
」
と
い
っ
た
直
接
批
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判
の
言
説
か
ら
脱
し
て
、「
秦
」
を
政
治
的
視
点
か
ら
最
初
に
捉

え
た
の
は
陸
賈
で
あ
っ
た
。
そ
の
秦
批
判
の
論
点
は
多
岐
に
渡
る

が
、
本
論
の
内
容
と
特
に
関
係
す
る
の
は
次
の
様
な
視
点
で
あ
ろ

う
。
陸
賈
が
折
々
高
祖
の
前
で
『
詩
』『
書
』
を
称
賛
し
て
い
る

と
、
高
祖
が
「
迺
公
馬
上
に
居
り
て
之
を
得
た
る
に
、
安
ぞ
詩
・

書
を
事
と
せ
ん
や
」
と
悪
態
を
つ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
陸
賈
は
「
馬
上
に
居
り
て
之
を
得
る
と
も
、
寧
ぞ
馬
上
を

以
て
之
を
治
む
べ
け
ん
や
。
且
つ
湯
武
は
逆
も
て
取
る
も
順
を
以

て
之
を
守
れ
り
。
文
武
並
用
す
る
は
、
長
久
の
術
な
り
。
昔
者
、

呉
王
夫
差
・
智
伯
は
武
を
極
め
て
亡
び
、
秦
は
刑
法
に
任
じ
て
變

は
ら
ず
し
て
、
卒
に
趙
氏
を
滅
ぼ
せ
り
。
郷さ

き

に
秦
を
し
て
已
に
天

下
を
并
せ
、
仁
義
を
行
ひ
、
先
聖
を
法
と
せ
し
む
れ
ば
、
陛
下
は

安
ぞ
得
て
之
を
有
せ
ん
や
」
（
注
55
）
と
言
う
。
陸
賈
が
高
祖
に
対
し

て
「
逆
取
」
か
ら
「
順
守
」、
つ
ま
り
「
極
武
」「
任
刑
法
」
か
ら

「
仁
義
」
へ
の
政
治
的
転
換
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
中
で
、
秦
は
「
刑
法
に
任
じ
て
不
変
」
で
あ
っ
た
た
め
に
滅
亡

を
招
い
た
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
秦
に
対
す
る
視
点
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
の
は
文
帝
期

の
賈
誼
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
著
「
過
秦
論
」
で
秦
の
滅
亡
に
つ
い

て
、「
一
夫
難
を
作
し
て
、
七
廟
は
墮
た
れ
、
身
は
人
の
手
に
死

し
、
天
下
の
笑
と
爲
る
は
何
ぞ
や
。
仁
心
施
さ
ず
し
て
、
攻
守
の

勢
異
な
れ
ば
な
り
」
（
注
56
）
と
述
べ
て
い
る
。
孝
公
以
来
、「
六
世

の
餘
烈
」
に
よ
っ
て
漸
く
果
た
し
た
天
下
統
一
の
夢
も
、
凡
夫
陳

渉
の
挙
兵
に
よ
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
な
ぜ

か
。「
仁
心
」
の
欠
如
と
攻
守
の
勢
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
だ
と

言
う
。
賈
誼
も
陸
賈
と
同
様
、「
取
と
守
と
は
術
を
同
じ
く
せ
ず
」

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
取
」
時
の
「
詐
力
」

に
は
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
も
の
の
、「
守
」
時
に
は
「
仁

心
」
を
用
う
べ
し
と
す
る
。
故
に
「
秦
は
戰
國
を
離
れ
て
天
下
に

王
た
り
と
雖
も
、
其
の
道
易
へ
ず
、
其
の
政
改
め
ず
、
是
を
以
て

其
の
之
を
取
る
所
以
な
る
も
、
孤
獨
に
し
て
之
を
有
つ
、
故
に
其

の
亡
ぶ
こ
と
立
ち
て
待
つ
べ
き
な
り
」
（
注
57
）
と
秦
を
批
判
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
賈
誼
は
、
秦
王
（
始
皇
帝
）
か
ら
二
世
・
子
嬰
に

至
る
ま
で
、「
不
変
」「
不
改
」
の
過
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
も

滅
亡
を
招
い
た
原
因
だ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
賈
誼
も
、
秦

の
事
蹟
を
反
措
定
と
し
な
が
ら
、
文
帝
に
対
し
て
政
治
的
変
革
を

求
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
陸
賈
と
賈
誼
の
描
く
秦
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
彼
等
に

共
通
す
る
の
は
、
秦
が
「
不
変
」
だ
っ
た
た
め
に
滅
亡
し
た
と
い

う
点
、
そ
し
て
君
主
に
対
し
て
政
治
的
「
変
化
」
を
求
め
て
い
る

点
で
あ
る
（
注
58
）
。『
趙
正
書
』
に
お
け
る
李
斯
と
子
嬰
の
諌
言
が

い
ず
れ
も
、
胡
亥
の
政
治
的
「
変
化
」
を
鋭
く
批
判
し
、
保
守
的

立
場
を
表
明
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
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（
三
）�『
春
秋
繁
露
』
尭
舜
不
擅
移
湯
武
不
専
殺
と
『
塩
鉄
論
』
の

「
大
夫
」
の
立
場

さ
て
、
秦
の
政
治
的
「
変
化
」
と
い
う
観
点
が
伝
世
文
献
に
お

い
て
初
め
て
見
え
る
の
は
、『
春
秋
繁
露
』
で
あ
る
。
尭
舜
不
擅

移
湯
武
不
専
殺
に
「
王
者
は
、
天
の
予
ふ
所
な
り
。
其
の
伐
つ
所

は
、
皆
な
天
の
奪
ふ
所
な
り
。（
中
略
）
故
に
夏
に
道
無
く
ん
ば

而
ち
殷
之
を
伐
ち
、
殷
に
道
無
く
ん
ば
而
ち
周
之
を
伐
ち
、
周
に

道
無
く
ん
ば
而
ち
秦
之
を
伐
ち
、
秦
に
道
無
く
ん
ば
而
ち
漢
之
を

伐
つ
。
道
有
る
が
道
無
き
を
伐
つ
、
此
れ
天
理
な
り
」
（
注
59
）
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
夏
か
ら
漢
ま
で
の
王
朝
交
代
を
「
天
」
や
「
天

理
」
や
「
道
」
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
各
王

朝
が
有
道
か
ら
無
道
へ
と
変
化
す
る
こ
と
で
、
次
の
有
道
の
王
朝

の
正
当
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
秦

も
ま
た
有
道
か
ら
無
道
へ
と
変
化
す
る
。
有
道
で
な
け
れ
ば
天
与

の
王
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
無
道
で
な
け
れ
ば
次
の
漢

の
正
当
性
が
主
張
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
道
」

が
唯
一
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
点
、
陸
賈
や
賈
誼
が
秦
の
天
下
統
一
か
ら
漢
へ
の
交
代
ま
で

の
歴
史
的
変
化
を
説
明
す
る
に
当
た
り
、
一
方
で
は
「
仁
義
」
に

よ
る
政
治
へ
の
転
換
を
訴
え
つ
つ
も
、
他
方
で
は
あ
る
種
の
環
境

条
件
を
設
定
し
て
ま
で
「
逆
取
」
や
「
詐
力
」
に
一
定
の
評
価
を

与
え
て
い
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。『
春
秋
繁
露
』
は
こ
こ
で
、

唯
一
の
「
道
」、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
「
天
」
と
を
導
入
し
て
、

王
朝
交
代
の
歴
史
に
解
釈
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
60
）
。

ま
た
、『
塩
鉄
論
』
に
非
鞅
と
題
す
る
一
篇
が
あ
る
。
篇
名
が

示
す
通
り
、「
文
学
」
側
の
意
図
は
商
鞅
批
判
を
通
じ
て
「
今
」

を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。「
文
学
」
は
「
商
鞅
は
重
刑
峭
法

を
以
て
秦
國
の
基
と
爲
す
、
故
に
二
世
に
し
て
奪
は
る
」
（
注
61
）
と

言
う
。
秦
の
滅
亡
を
商
鞅
に
ま
で
遡
っ
て
追
及
す
る
の
で
あ
る
。

対
す
る
「
大
夫
」
は
次
の
様
に
反
駁
を
加
え
る
。「
秦
は
商
君
に

任
じ
て
、
國
は
以
て
富
強
し
、
其
の
後
、
卒
に
六
國
を
并
せ
て
帝

業
を
成
せ
り
。
二
世
の
時
に
及
び
て
、
邪
臣
擅
斷
す
れ
ば
、
公
道

は
行
は
れ
ず
、
諸
侯
は
叛
弛
し
、
宗
廟
は
隳
亡
す
。（
中
略
）
周

道
の
成
る
は
、
周
公
の
力
な
り
。
裨ひ

諶じ
ん

の
草
創
有
り
と
雖
も
、
子

産
の
潤
色
無
く
、
文
武
の
規
矩
有
る
も
、
周
呂
の
鑿
枘
無
く
ん

ば
、
則
ち
功
業
は
成
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
。
今
、
趙
高
の
秦
を
亡
ぼ

す
を
以
て
し
て
商
鞅
を
非そ

し

る
は
、
猶
ほ
崇
虎
の
殷
を
亂
る
を
以
て

し
て
伊
尹
を
非
る
が
ご
と
き
な
り
」
（
注
62
）
と
。
秦
の
滅
亡
は
邪
臣

趙
高
の
専
横
が
招
い
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
商
鞅
の
所
為
で

は
な
く
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
秦
が
帝
業
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
そ
の
商
鞅
の
功
績
だ
と
弁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
大
夫
」

と
「
文
学
」
と
の
間
で
商
鞅
に
対
す
る
評
価
が
異
な
る
こ
と
が
容

易
に
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
概
し
て
『
塩
鉄
論
』
で
は
、
秦
に
対

す
る
評
価
が
「
賢
良
・
文
学
」
と
「
大
夫
」
と
の
間
で
截
然
と
分
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か
れ
て
い
る
。「
大
夫
」
は
秦
を
擁
護
し
、「
賢
良
・
文
学
」
は
秦

へ
批
判
を
加
え
る
の
だ
が
、
非
鞅
に
も
そ
の
見
解
の
相
違
が
現
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
双
方
の
言
説
に
お
け
る
「
秦
」

が
、
共
に
当
時
の
「
漢
」
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意

を
要
す
る
。
つ
ま
り
、「
賢
良
・
文
学
」
は
「
秦
」
否
定
を
通
し

て
体
制
を
批
判
し
、「
大
夫
」
は
「
秦
」
を
肯
定
す
る
こ
と
で
体

制
を
擁
護
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
論
の
関
心
上
注

目
さ
れ
る
の
は
、「
文
学
」
と
は
対
照
的
に
、「
大
夫
」
が
二
世
以

前
と
以
後
と
で
、
秦
に
政
治
的
「
変
化
」
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る

点
で
あ
る
。
尚
且
つ
、
そ
の
変
化
は
滅
亡
へ
と
向
か
う
も
の
と
し

て
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
体
制
擁
護
を
目
的
と
す
る
「
大
夫
」
に

あ
っ
て
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

（
四
）
小
結

以
上
、
前
漢
の
秦
に
つ
い
て
の
言
説
に
つ
い
て
、
政
治
的
変
化

と
い
う
観
点
に
着
目
し
て
述
べ
て
き
た
。
陸
賈
と
賈
誼
は
、
秦
の

滅
亡
を
そ
の
政
治
的
不
変
に
あ
る
と
見
、
変
化
を
求
め
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
春
秋
繁
露
』
に
は
秦
が
有
道
か
ら
無
道
へ
と

変
化
し
た
と
す
る
言
説
が
あ
り
、『
塩
鉄
論
』
の
「
大
夫
」
に
も

ま
た
、
二
世
時
に
お
け
る
変
化
が
滅
亡
を
招
い
た
と
す
る
言
論
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
政
治
的
変
化
を
求
め
な
い
主
張
だ
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
れ
を
『
趙
正
書
』
の
諌
言
内
容
と
比
較
す
る
時
、『
春

秋
繁
露
』
や
『
塩
鉄
論
』
の
「
大
夫
」
の
論
点
に
近
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
ろ
う
。
無
論
、
こ
れ
を
も
っ
て
『
趙
正
書
』
の
成
書
年

代
に
つ
い
て
確
定
的
な
判
断
を
下
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
次
の
様
な
推
測
は
一
応
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、

趙
化
成
氏
が
言
う
様
に
、『
趙
正
書
』
が
漢
初
に
成
立
し
て
い
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
思

想
は
漢
初
の
思
想
界
で
は
そ
れ
程
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、『
趙
正
書
』
と
史
実
と
し
て
の
「
秦
」
と
の

距
離
は
近
く
は
な
く
、
ま
た
秦
に
「
白
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る

思
考
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
そ
の
諫
言
に
は
『
春
秋
繁

露
』
や
『
塩
鉄
論
』
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
趙
正
書
』
は
武
帝
期
以
降
の
思
潮
と
深
く

関
連
す
る
文
献
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
く
見
る
時
、『
趙
正
書
』
が
描
く
構
図
が
、
武
帝
の
死
前
後

の
状
況
に
酷
似
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
筈

だ
。
強
烈
な
カ
リ
ス
マ
で
あ
っ
た
武
帝
の
発
病
後
、
僅
か
八
歳
の

昭
帝
が
太
子
に
立
て
ら
れ
て
即
位
し
、「
專
權
自
恣
」
（
注
63
）
の
霍

光
の
補
佐
を
受
け
な
が
ら
、
武
帝
以
来
の
塩
鉄
専
売
制
が
緩
和
さ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
臣
下
間
で
対
立
が
生
じ
、

遂
に
は
謀
反
に
関
与
し
た
と
さ
れ
て
武
帝
治
世
に
力
を
発
揮
し
た

桑
公
羊
は
誅
殺
さ
れ
て
い
る
。『
趙
正
書
』
の
物
語
は
そ
う
し
た

昭
帝
期
の
世
界
を
背
景
と
し
て
編
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
趙
正
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の
死
か
ら
胡
亥
の
新
政
、
趙
高
の
重
用
、
功
臣
李
斯
の
死
等
、

『
趙
正
書
』
に
重
な
る
点
が
多
い
。
し
か
し
そ
う
で
な
く
と
も
、

そ
の
内
容
が
当
時
の
人
々
の
関
心
を
引
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。『
趙
正
書
』
が
前
漢
中
期
に
書
写
さ
れ
た
竹
簡
と
し
て
現
代

に
甦
っ
て
き
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
北
大
漢
簡
『
趙
正
書
』
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
き
た
。
本
稿
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

ま
ず
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
筆
者
な
り
の
釈
文
を

提
示
し
た
。
続
い
て
、『
史
記
』
の
記
述
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

『
趙
正
書
』
の
叙
述
の
特
色
と
し
て
、（
１
）「
秦
」
＝
「
白
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
２
）
史
実
と
し
て

の
「
秦
」
と
は
若
干
の
距
離
が
あ
る
こ
と
、（
３
）
全
編
に
渡
っ

て
「
諫
を
聽
か
ざ
る
者
」
と
し
て
の
胡
亥
を
強
調
す
る
工
夫
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
の
三
点
を
指
摘
し
た
。
更
に
前
漢
思
想
文
献
と

の
比
較
を
行
い
、『
趙
正
書
』
の
思
想
的
傾
向
に
つ
い
て
論
じ
た
。

そ
れ
は
政
治
的
不
変
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
、
諌
言
を
受
け
入
れ

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

そ
う
し
た
『
趙
正
書
』
が
武
帝
期
以
後
、
殊
に
昭
帝
期
の
思
潮
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
『
趙
正
書
』
の
物
語
が
直
ち
に
昭
帝
期
に
成
立
し
た
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
物
語
の
成
立
や
成
書
問
題
は
よ
り
慎
重

に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
た
だ
、『
趙

正
書
』
と
い
う
文
献
が
昭
帝
期
の
政
治
的
或
い
は
社
会
的
問
題
を

背
景
と
し
て
書
写
さ
れ
、
そ
し
て
幾
ら
か
の
読
者
を
一
時
的
に
し

ろ
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
ま
で
で
あ
る
。

た
だ
し
、
か
く
『
趙
正
書
』
を
昭
帝
期
の
文
脈
に
置
い
て
見
る

時
、
そ
れ
は
既
に
単
な
る
秦
に
つ
い
て
の
歴
史
物
語
で
は
な
い
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
保
守
的
立
場
か
ら
、
革
新
を
目

指
す
政
治
権
力
に
対
抗
す
る
言
説
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

注

（
１
）	

北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
概
説
」、『
文

物
』
二
〇
一
一
年
第
六
期
（
総
六
六
一
期
）（
二
〇
一
一
年
六
月
）、
頁

四
九
～
五
五
、
及
び
趙
化
成
「
北
大
蔵
西
漢
竹
書
《
趙
正
書
》
簡
説
」、

同
、
頁
六
四
～
六
六
は
後
に
共
に
李
学
勤
等
主
編
『
古
代
簡
牘
保
護
与

整
理
研
究
』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）、
頁
二
三
一
～
二
三
七
及
び

頁
二
四
八
～
二
五
二
収
録
。
ま
た
日
本
で
は
藤
田
忠
「
北
京
大
学
蔵
西

漢
竹
書
「
趙
正
書
」
に
つ
い
て
」、『
国
士
舘
人
文
学
』
第
二
号
（
通
巻

四
四
号
）（
二
〇
一
二
年
三
月
）、
頁
一
〇
九
～
一
二
三
が
あ
る
。
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（
２
）	

北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
叁
）』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
下
、
頁
一
八
七
。

（
３
）	
紫
竹
道
人
「
北
大
漢
簡
《
趙
正
書
》
注
釈
小
議
」（http://w

w
w
.

gw
z.fudan.edu.cn/forum

/forum
.php?m

od=view
thread&

tid=	

7734

、
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
日
）、
王
寧
「
読
北
大
漢
簡
《
趙
正
書
》

札
記
」（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=2393

、
二

〇
一
五
年
一
二
月
一
一
日
）、
無
名
氏
「
北
大
漢
簡
三
《
趙
正
書
》
補
札
」

（http://w
w
w
.bsm

.org.cn/bbs/read.php?tid=3300

、
二
〇
一
五

年
一
二
月
一
四
日
）、
姚
磊
「
北
大
藏
漢
簡
《
趙
正
書
》
札
記
二
則
」

（http://w
w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=2413

、
二
〇
一

六
年
一
月
一
日
）、
同
「
北
大
蔵
漢
簡
《
趙
正
書
》
釈
文
補
正
」（『
古
典

整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
一
六
年
第
一
期
、
頁
一
～
八
）、
何
茂
活
「
北
大

簡
《
趙
正
書
》
補
議
一
則
︱
与
姚
磊
先
生
商
榷
」（http://w

w
w
.bsm

.

org.cn/show
_article.php?id=2415

、
二
〇
一
六
年
一
月
二
日
）、
無

名
氏
「《
趙
正
書
》
29
「
王
之
弱
」」（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.

cn/forum
/forum

.php?m
od=view

thread&
tid=7778

、
二
〇
一
六

年
一
月
二
日
）
等
が
あ
る
。

（
４
）	

原
注
に
あ
る
様
に
、「
悲
」
下
の
一
字
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
そ
の
下
は

十
三
、
四
字
残
欠
す
る
。

（
５
）	

簡
四
の
上
端
は
欠
損
、
本
来
一
、
二
文
字
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
、

「
歳
」
字
を
補
う
。

（
６
）	

原
釈
文
で
は
「
揄
」
を
「
輸
」、「
趣
」
を
「
趨
」
と
す
る
。
し
か
し
、

王
寧
は
「
輸
」
の
多
く
は
物
品
に
用
い
、
人
に
用
い
る
に
は
不
適
だ
と

し
て
、「
揄
」
を
「
引
（
引
領
）」
と
し
た
上
で
、「
揄
」
下
に
「
行
」
字

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
趣
（
趨
）」
と
「
至
」

は
連
続
す
べ
き
だ
と
も
言
う
。
姚
磊
「
補
正
」
は
「
揄
（
輸
）」
に
つ
い

て
、
陳
偉
編
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

の
「
婾
爲
史
」
に
つ
い
て
の
解
釈
（
頁
三
四
八
）
を
参
考
と
し
て
「
進
」

と
解
し
て
い
る
。
今
、
概
ね
王
説
・
姚
説
に
従
う
が
、「
行
」
字
は
増
さ

な
か
っ
た
。

（
７
）	

原
注
が
指
摘
す
る
様
に
、
こ
こ
で
「
復
召
」
と
言
う
の
は
、
前
に
一

度
召
見
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
恐
ら
く
簡
二
の
残
欠
部
分
に
李
斯
を

召
見
し
た
部
分
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）	

簡
六
ｂ
下
方
は
欠
損
、
本
来
二
、
三
字
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）	

簡
二
八
「
大
臣
爭
而
齎
民
古
」
に
よ
っ
て
、「
爭
」
後
に
「
而
」
字
を

補
う
。

（
10
）	「
昧
死
頓
首
」
は
伝
世
文
献
で
は
用
例
が
少
な
い
。
姚
磊
「
補
正
」
は

後
漢
蔡
邕
の
『
独
断
』
等
を
根
拠
と
し
て
、『
趙
正
書
』
の
成
書
年
代
の

下
限
を
王
莽
以
前
と
す
る
。

（
11
）	

原
釈
文
で
は
簡
一
一
は
完
簡
と
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
版
を
見
る
と
、

「
士
尊
大
」
の
辺
り
で
断
裂
し
て
い
た
か
の
様
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ

で
姚
磊
「
札
記
」
は
、『
趙
正
書
』
中
に
刮
削
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
情

況
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
何
茂
活
は
、
そ
う
し
た
箇

所
が
「
隙
間
も
無
い
ほ
ど
密
接
に
合
わ
さ
る
こ
と
」
を
証
明
し
て
い
る
。
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（
12
）	

原
注
で
は
以
下
の
二
つ
の
読
み
方
を
提
示
す
る
。
一
は「
宭
」を「
羣
」

と
し
、「
詔
期
羣
臣
」
が
上
文
の
「
其
議
所
立
」
を
指
す
と
い
う
読
み
方
。

も
う
一
は
、「
宭
」
を
「
窘
」
の
異
体
字
と
見
て
、「
緊
迫
」
の
意
と
と
り
、

「
今
道
遠
而
詔
期
窘
、臣
恐
大
臣
之
有
謀
」
と
断
句
す
る
読
み
方
で
あ
る
。

「
詔
期
」
は
『
管
子
』
立
政
に
見
え
る
が
「
徴
召
之
期
」（
張
佩
綸
）
の

意
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
不
適
。「
詔
期
は
窘せ

ま

れ
り
」（
姚
磊
「
補
正
」）
と

読
め
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
今
、
前
者
に
従
っ
た
。「
期
」
は
、
求
め
る
、

待
つ
の
意
。

（
13
）	

李
斯
は
楚
人
、故
に
下
文
に
「
去
故
」
と
言
う
。
原
注
は
下
文
の
「
糞

土
」
を
「
棄
土
」
と
解
し
て
、「
去
故
」
と
「
棄
土
」
と
は
同
義
だ
と
す

る
が
、下
文
は
「
糞
土
」。『
漢
書
』
東
方
朔
伝
に
「
糞
土
愚
臣
」
と
あ
る
。

価
値
の
な
い
臣
下
と
い
う
謙
辞
。

（
14
）	

原
注
は
、
古
人
は
右
を
尊
ぶ
の
で
、「
右
主
左
親
」
と
は
君
主
を
上
と

し
、
親
戚
を
下
と
す
る
こ
と
だ
と
言
う
。
右
左
を
相
対
的
に
捉
え
る
の

が
妥
当
だ
が
、「
右
」
字
自
体
に
も
『
淮
南
子
』
氾
論
「
右
鬼
非
命
」
の

様
に
尊
ぶ
の
意
が
あ
る
。
或
い
は
、
佑
け
る
の
意
か
。
ま
た
「
左
」
は
、

『
漢
書
』
張
陳
王
周
伝
に
「
左
親
戚
、
棄
墳
墓
、
去
故
舊
」
と
あ
り
、
顔

師
古
は
「
言
其
乖
避
而
委
離
之
」
と
注
す
。
離
れ
る
の
意
。
上
文
「
去

故
下
秦
」
と
の
連
続
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
意
味
も
捨
て
が
た
い
。

（
15
）	「
中
尉
恬
」
は
蒙
恬
。
原
注
も
指
摘
す
る
様
に
、
彼
の
当
時
の
官
位
に

つ
い
て
は
『
史
記
』
と
異
な
る
。
ま
た
、「
隷
臣
高
」
は
趙
高
。
蒙
恬
列

伝
に
よ
る
と
、
趙
高
は
始
皇
の
死
に
際
し
て
中
車
府
令
の
職
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
身
分
は
隷
臣
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
秦
始
皇
本
紀
二
世
元
年
に

「
趙
高
爲
郎
中
令
」
と
あ
る
。

（
16
）	

こ
の
句
に
つ
い
て
原
注
は
二
説
を
挙
げ
る
。
一
は
「
芬
」
も
「
茝
」

も
香
草
の
一
種
と
し
、か
つ
「
旾
（
春
）」
を
「
香
」
の
訛
字
だ
と
し
て
、

「
芬
茝
未
根
而
生
凋
香
同
」と
解
釈
す
る
も
の
、一
は「
旾
」を「
純（
皆
）」

と
し
て
、「
生
凋
皆
同
」
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
王

寧
は
後
文
の
「
天
地
相
去
遠
而
陰
陽
氣
合
」
か
ら
、「
芬
」
と
「
茝
」
と

は
対
照
的
な
植
物
で
な
け
れ
ば
文
意
が
成
り
立
た
な
い
と
し
て
「
芬
」

を
「
芥
」、
ま
た
、「
旾
」
も
「
峕
（
時
）」
が
訛
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。

今
、
王
氏
に
従
う
。

（
17
）	『
史
記
』
蒙
恬
列
伝
に
「
臣
聞
、故
趙
王
遷
殺
其
良
臣
李
牧
而
用
顏
聚
、

燕
王
喜
陰
用
荊
軻
之
謀
而
倍
秦
之
約
、
齊
王
建
殺
其
故
世
忠
臣
而
用
后

勝
之
議
。
此
三
君
者
、
皆
各
以
變
古
者
失
其
國
而
殃
及
其
身
」
と
あ
り
、

原
注
は「
簡
文
で
は
趙
王
遷
は『
趙
王
鉅
』に
作
り
、李
牧
は『
李
（
微
）』

に
作
っ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
伝
世
文
献
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
と

指
摘
す
る
。
王
寧
は
「
趙
王
」
に
つ
い
て
「
遷
」
と
「
鉅
」
の
声
韻
が

懸
隔
し
て
お
り
、
通
仮
字
と
見
な
せ
な
い
こ
と
か
ら
、「
王
」
下
に
「
遷
」

字
を
書
き
洩
ら
し
た
も
の
と
推
測
し
、「
鉅
」
は
「
遽に

わ
か」

で
あ
る
と
言
う
。

ま
た
、「
李

」
の
「

」
に
つ
い
て
は
「
黴
」
の
仮
借
字
だ
と
し
、
声

韻
関
係
か
ら
「
牧
」「
墨
」「
黒
」
と
通
用
す
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

今
、
王
氏
に
従
っ
て
お
く
。

（
18
）	

姚
磊
「
補
正
」
が
指
摘
す
る
様
に
、蒙
恬
列
伝
に
「
主
欲
一
旦
弃
去
之
、
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臣
竊
以
爲
不
可
」
と
あ
る
か
ら
、「
日
」
は
「
旦
」
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
19
）	
原
注
が
指
摘
す
る
様
に
、
蒙
恬
列
伝
に
「
輕
慮
者
不
可
以
治
國
、
獨

智
者
不
可
以
存
君
」
と
あ
る
か
ら
、「
固
」
は
「
國
」
の
誤
り
。

（
20
）	

李
斯
の
卒
年
に
つ
い
て
、『
史
記
』
に
は
二
世
二
年
（
李
斯
列
伝
）
と

二
世
三
年
（
秦
始
皇
本
紀
）
の
二
説
が
あ
る
。

（
21
）	

簡
二
八
上
端
は
欠
損
。
恐
ら
く
「
謂
」
字
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
、
補
う
。

（
22
）	

原
注
が
指
摘
す
る
様
に
、
以
下
、
李
斯
列
伝
と
重
複
す
る
が
文
字
に

は
出
入
が
あ
る
。

（
23
）	

王
寧
は
「
約
」
を
「
少
」
と
解
し
て
、
当
時
秦
の
勢
力
が
弱
小
だ
っ

た
こ
と
を
指
す
と
言
う
。
し
か
し
、無
名
氏
「《
趙
正
書
》
29
「
王
之
弱
」」

は
、多
く
の
例
証
を
挙
げ
て
「
約
」
を
「
弱
」
と
し
、柔
弱
の
意
と
す
る
。

「
王
」
は
胡
亥
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
約
」
は
「
王
」
に
係
る
か
ら
、

「
弱
少
」
の
意
と
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

（
24
）	

原
注
が
指
摘
す
る
様
に
、「
兵
」
下
の
重
文
符
号
は
衍
文
。
今
、
削
る
。

（
25
）
李
斯
列
伝
及
び
簡
一
一
に
従
っ
て
補
う
。

（
26
）	

原
注
は
「
幕
」
を
「
漠
」、
匈
奴
の
南
界
を
意
味
す
る
と
し
て
、
李
斯

列
伝
の
「
北
逐
胡
貉
」
と
は
文
意
が
異
な
る
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

紫
竹
道
人
は
古
書
に
「
貉
」
と
「
莫
」
と
が
相
通
ず
る
例
が
有
り
、

「
貉
」
の
異
体
字
「
貊
」
も
「
幕
」
と
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
胡
幕
」
と
「
胡

貉
」
と
は
同
じ
だ
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
下
文
「
南
入
定
巴
蜀
」
に
注

目
し
た
場
合
、
地
域
名
と
し
て
と
る
方
が
よ
い
か
。

（
27
）	

原
釈
文
で
は
李
斯
列
伝
に
従
っ
て
「
更
劾
（
刻
）
畫
斗
甬
（
桶
）、
度

量
壹
、
文
章
布
之
天
下
」
と
断
句
し
て
い
る
が
、
今
、
原
注
が
挙
げ
る

別
説
に
従
っ
た
。

（
28
）	

王
寧
は
李
斯
列
伝
の
「
以
遂
主
得
衆
之
心
」
を
根
拠
と
し
て
、「
以
見

主
之
德
衆
其
惠
」
と
断
句
し
、「
見
」
は
示
す
の
意
、「
徳
衆
」
は
「
得

衆
人
之
心
」、「
其
」
は
李
斯
列
伝
句
中
の
「
之
」
に
当
た
る
と
す
る
が
、

文
意
が
通
じ
な
い
。
本
稿
で
は
断
句
は
王
説
に
従
っ
た
が
、
読
み
は
従

わ
な
か
っ
た
。

（
29
）	『
呉
越
春
秋
』
勾
踐
入
臣
外
伝
の
伍
子
胥
の
言
葉
の
中
に
「
臣
聞
、
桀

登
高
自
知
危
、
然
不
知
所
以
自
安
也
、
前
據
白
刃
自
知
死
、
而
不
知
所

以
自
存
也
」
と
あ
る
。
原
注
は
更
に
声
韻
に
注
目
し
て
、「
察
」（
初
母

月
部
）
は
「
桀
」（
群
母
月
部
）
と
読
む
べ
き
だ
と
言
う
。
し
か
し
、
紫

竹
道
人
は
「『
察
』
と
『
桀
』
と
は
、
一
は
初
母
字
、
一
は
群
母
字
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
相
通
ず
と
言
う
の
は
明
確
な
根
拠
が
な
い
」
と
指

摘
し
、
王
寧
も
「『
察
』
は
字
の
通
り
に
読
む
べ
き
で
、
観
察
・
察
看
の

意
だ
」
と
述
べ
る
。
今
、
紫
竹
道
人
・
王
説
に
従
う
。

（
30
）	

原
釈
文
は
「
夫
逆
天
道
而
倍
（
背
）
其
鬼
神
之
神
零
福
」
で
あ
る
が
、

王
寧
は
簡
二
二
に
「
而
社
稷
之
神
零
福
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と

は
「
夫
逆
天
道
而
倍
（
背
）
其
鬼
神
、〔
社
稷
〕
之
神
零
福
」
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
今
、
王
説
に
従
う
。

（
31
）	

王
寧
は
「
中
」
は
「
終
」
で
は
な
い
か
と
し
、「
極
」「
窮
」「
尽
」
の

意
だ
と
す
る
。
今
、
従
う
。
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（
32
）	

原
注
は
「
從
」
を
「
縱
」
と
読
み
、「
約
」（
影
母
薬
部
）
を
「
欲
」

（
余
母
屋
部
）
に
読
む
。
し
か
し
、
紫
竹
道
人
は
、「
約
」
に
は
古
く
求

取
の
意
が
あ
り
、「
要
」
に
同
じ
だ
と
し
て
、「
從
其
約
」
は
、
其
の
求

め
る
所
に
従
う
と
い
う
意
味
だ
と
言
う
。
両
者
で
文
字
の
隷
定
は
異
な

る
が
、
大
意
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
今
、
原
注
に
従
っ
て
読
ん
で
お
く
。

（
33
）	

不
義
を
行
う
対
象
は
、「
天
下
の
臣
」
で
は
な
く
「
天
下
」
で
は
な
い

か
。『
史
記
』
楚
世
家
に
「
行
不
義
於
天
下
也
」
と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
こ
の
重
文
符
合
も
衍
字
で
あ
ろ
う
。
今
、
削
る
。

（
34
）	

姚
磊
「
補
正
」
は
『
呉
越
春
秋
』
勾
践
帰
国
外
伝
の
「
外
有
侵
境
之
敵
、

内
有
爭
臣
之
震
」
を
根
拠
と
し
て
、「
毋
」
は
「
有
」、「
志
」
は
「
震
」

の
訛
だ
と
言
う
が
、『
趙
正
書
』
の
場
合
、
外
敵
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ

て
お
ら
ず
、
内
の
問
題
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。『
塩
鉄
論
』
論
功
に

秦
の
滅
亡
を
論
じ
て
「
外
無
敵
國
之
憂
、
而
内
自
縱
恣
也
」
と
あ
る
の

を
参
考
に
す
べ
き
か
。
今
、
原
釈
に
従
う
。

（
35
）	

簡
五
〇
の
下
端
は
半
分
以
上
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

（
36
）	

趙
化
成
「《
趙
正
書
》
与
《
史
記
》
相
関
記
載
異
同
之
比
較
」、『
北
京

大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
叁
）』、
下
、
頁
二
九
九
～
三
〇
二
が
あ
る
。

（
37
）	「
至
平
原
津
而
病
。（
中
略
）
七
月
丙
寅
、
始
皇
崩
於
沙
丘
平
臺
。」
司

馬
遷
『
史
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）、
巻
六
、
頁
三
三
一
。

（
38
）	

王
寧
論
文
參
照
。

（
39
）	「
王
者
得
禮
之
制
、
則
澤
谷
之
中
白
泉
出
、
飲
之
、
使
壽
長
。」
李
昉

等
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）、
巻
八
七
三
、
頁
三
八

七
〇
上
。
ま
た
、
同
書
巻
五
二
二
所
引
の
『
礼
稽
命
徴
』
に
も
「
得
禮

之
制
、
澤
谷
之
中
有
赤
烏
・
白
玉
・
赤
蛇
・
赤
龍
・
赤
木
・
白
泉
生
出
、

飲
酌
之
、
使
壽
長
」
と
あ
る
（
頁
二
三
七
四
）。

（
40
）	

以
上
、
王
子
今
「
論
『
趙
正
書
』
言
「
秦
王
」「
出
斿
天
下
」」、『
魯

東
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
三
三
巻
第
二
期
（
二
〇
一
六
年

三
月
）、
頁
五
四
～
五
九
参
照
。

（
41
）	「
高
祖
被
酒
、
夜
徑
澤
中
、
令
一
人
行
前
。
行
前
者
還
報
曰
、『
前
有

大
蛇
當
徑
、
願
還
。』
高
祖
醉
曰
、『
壯
士
行
、
何
畏
。』
乃
前
、
拔
劍
擊

斬
蛇
。
蛇
遂
分
爲
兩
、
徑
開
。
行
數
里
、
醉
、
因
臥
。
後
人
來
至
蛇
所
、

有
一
老
嫗
夜
哭
。
人
問
、『
何
哭
。』
嫗
曰
、『
人
殺
吾
子
、
故
哭
之
。』

人
曰
、『
嫗
子
何
爲
見
殺
。』
嫗
曰
、『
吾
子
、
白
帝
子
也
、
化
爲
蛇
、
當

道
、
今
爲
赤
帝
子
斬
之
、
故
哭
。』
人
乃
以
嫗
爲
不
誠
、
欲
告
之
、
嫗
因

忽
不
見
。
後
人
至
、
高
祖
覺
。
後
人
告
高
祖
、
高
祖
乃
心
獨
喜
、
自
負
。

諸
從
者
日
益
畏
之
。」『
史
記
』、
巻
八
、
頁
四
三
八
～
四
三
九
。

（
42
）	「
秦
襄
公
既
侯
、
居
西
垂
、
自
以
爲
主
少
皞
之
神
、
作
西
畤
、
祠
白
帝
」

云
々
。『
史
記
』、
巻
二
八
、
頁
一
六
二
六
。

（
43
）	

他
に
も
次
の
様
な
例
が
あ
る
。「
二
世
夢
白
虎
齧
其
左
驂
馬
、
殺
之
。

心
不
樂
、
怪
問
占
夢
。
卜
曰
、『
涇
水
爲
祟
。』」『
史
記
』、
巻
六
、
頁
三

四
二
。
占
夢
は
涇
水
の
祟
り
だ
と
す
る
が
、
本
來
、「
左
驂
馬
」
は
丞
相

趙
高
を
、「
白
虎
」
は
二
世
乃
至
は
秦
を
暗
示
し
、
趙
高
を
殺
せ
と
い
う

警
告
的
啓
示
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
44
）	

津
田
左
右
吉
「
漢
代
政
治
思
想
の
一
面
」、
第
一
章
、
も
と
『
満
鮮
地
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理
歴
史
研
究
報
告
』
第
一
一
号
（
一
九
二
六
年
九
月
）、頁
一
～
一
七
六
、

後
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）、

頁
三
～
五
八
。

（
45
）	

加
藤
繁
「
白
帝
の
子
赤
帝
の
子
に
斬
ら
る
と
い
ふ
説
話
に
つ
い
て
」、

『
支
那
学
雑
草
』（
生
活
社
、
一
九
四
四
年
）、
頁
一
九
〇
～
二
〇
六
。
他

に
箭
内
亘
「
秦
漢
の
受
命
と
五
行
説
」、『
史
学
雑
誌
』
第
三
六
編
第
四

号
（
一
九
二
五
年
四
月
）、
頁
一
～
九
も
同
様
の
説
を
提
示
し
て
い
る
。

（
46
）	

板
野
長
八
「
班
固
の
漢
王
朝
神
話
」、
第
四
節
、
も
と
、
歴
史
学
研
究

会
編
『
歴
史
学
研
究
』
第
四
七
九
号
（
一
九
八
〇
年
四
月
）、
頁
一
～
一

六
所
収
、
後
、『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、

頁
四
七
八
～
四
八
七
。
な
お
板
野
氏
は
断
蛇
説
話
に
つ
い
て
、『
漢
書
』

が
蛇
を
殺
し
た
も
の
を
直
に
高
祖
に
当
て
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
、

「
赤
帝
の
子
」
と
は
蚩
尤
の
兵
、
即
ち
蛇
を
斬
っ
た
剣
と
解
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

（
47
）	「
三
十
七
年
十
月
癸
丑
、始
皇
出
遊
。
左
丞
相
斯
從
、右
丞
相
去
疾
守
。」

『
史
記
』、
巻
六
、
頁
三
二
七
。

（
48
）	「
相
國
・
丞
相
、
皆
秦
官
、
金
印
紫
綬
、
掌
丞
天
子
助
理
萬
機
。
秦
有

左
右
、
高
帝
即
位
、
置
一
丞
相
、
十
一
年
更
名
相
國
、
綠
綬
。
孝
惠
・

高
后
置
左
右
丞
相
、
文
帝
二
年
復
置
一
丞
相
。
有
兩
長
史
、
秩
千
石
。

哀
帝
元
壽
二
年
更
名
大
司
徒
。」
班
固
『
漢
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
六

二
年
）、
巻
一
九
上
、
頁
七
二
四
～
七
二
五
。

（
49
）	『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
下
に
よ
る
と
、
文
帝
元
年
八
月
辛
未
に
右
丞
相

周
勃
を
免
じ
、
左
丞
相
陳
平
を
丞
相
と
し
て
い
る
か
ら
、
正
確
に
言
え

ば
文
帝
元
年
八
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
50
）	「
秦
官
、
位
上
卿
、
銀
印
青
綬
、
掌
副
丞
相
。」『
漢
書
』、
巻
一
九
上
、

頁
七
二
五
。

（
51
）	「
始
皇
惡
言
死
、
羣
臣
莫
敢
言
死
事
。」『
史
記
』、
巻
六
、
頁
三
三
一
。

（
52
）	「
秦
王
爲
人
、
蜂
準
、
長
目
、
摯
鳥
膺
、
豺
聲
、
少
恩
而
虎
狼
心
、
居

約
易
出
人
下
、
得
志
亦
輕
食
人
。」『
史
記
』、
巻
六
、
頁
二
九
三
。

（
53
）	「
夫
秦
王
怚
而
不
信
人
。」『
史
記
』、
巻
七
三
、
頁
二
八
二
七
。

（
54
）	

王
子
今
氏
が
指
摘
す
る
様
に
、
こ
の
点
は
始
皇
帝
の
死
後
、
扶
蘇
に

対
し
て
発
せ
ら
れ
た
偽
詔
に
「
朕
巡
天
下
、
禱
祠
名
山
諸
神
以
延
壽
命
」

（『
史
記
』
李
斯
列
伝
）
と
あ
る
の
に
一
致
す
る
。

（
55
）	「
居
馬
上
得
之
、
寧
可
以
馬
上
治
之
乎
。
且
湯
武
逆
取
而
以
順
守
之
、

文
武
並
用
、
長
久
之
術
也
。
昔
者
呉
王
夫
差
智
伯
極
武
而
亡
、
秦
任
刑

法
不
變
、
卒
滅
趙
氏
。
郷
使
秦
已
并
天
下
、
行
仁
義
、
法
先
聖
、
陛
下

安
得
而
有
之
。」『
史
記
』、
巻
三
七
、
頁
三
二
五
一
～
三
二
五
二
。

（
56
）	「
一
夫
作
難
、
而
七
廟
墮
、
身
死
人
手
、
爲
天
下
笑
者
何
也
。
仁
心
不

施
、
而
攻
守
之
勢
異
也
。」
賈
誼
『
新
書
』（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
八

三
年
台
四
版
）、
巻
一
、
葉
三
表
。

（
57
）	「
秦
雖
離
戰
國
而
王
天
下
、
其
道
不
易
、
其
政
不
改
、
是
以
其
所
以
取

之
也
、
孤
獨
而
有
之
、
故
其
亡
可
立
而
待
也
。」『
新
書
』、
巻
一
、
葉
三

裏
～
四
表
。

（
58
）	

武
帝
期
の
厳
安
が
「
周
失
之
弱
、
秦
失
之
彊
、
不
變
之
患
也
」
と
述
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べ
る
の
も
陸
賈
や
賈
誼
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
史
記
』、
巻
一

一
二
、
頁
三
五
五
九
。

（
59
）	「
王
者
、
天
之
所
予
也
。
其
所
伐
、
皆
天
之
所
奪
也
。（
中
略
）
故
夏

無
道
而
殷
伐
之
、
殷
無
道
而
周
伐
之
、
周
無
道
而
秦
伐
之
、
秦
無
道
而

漢
伐
之
。
有
道
伐
無
道
、
此
天
理
也
。」
蘇
輿
『
春
秋
繁
露
義
証
』（
中

華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
巻
七
、
頁
二
二
〇
。

（
60
）	

た
だ
し
、
秦
を
有
道
か
ら
無
道
へ
変
化
し
た
と
見
る
の
は
、『
春
秋
繁

露
』
尭
舜
不
擅
移
湯
武
不
専
殺
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。『
漢
書
』
董
仲

舒
伝
に
よ
れ
ば
、
董
仲
舒
は
「
秦
」
に
つ
い
て
「
至
周
之
末
世
、
大
爲

亡
道
、
以
失
天
下
。
秦
繼
其
後
、
獨
不
能
改
、
又
益
甚
之
、
重
禁
文
學
、

不
得
挾
書
、
棄
捐
禮
誼
而
惡
聞
之
、
其
心
欲
盡
滅
先
王
之
道
、
而
顓
爲

自
恣
苟
簡
之
治
、故
立
爲
天
子
十
四
歳
而
國
破
亡
矣
」
や
「
師
申
商
之
法
、

行
韓
非
之
説
、
憎
帝
王
之
道
、
以
貪
狼
爲
俗
、
非
有
文
德
以
教
訓
於
天

下
也
」
と
述
べ
て
お
り
、
秦
を
無
道
だ
と
捉
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
有

道
と
は
見
て
い
な
い
。

（
61
）	「
商
鞅
以
重
刑
峭
法
爲
秦
國
基
、
故
二
世
而
奪
。」
王
利
器
『
塩
鉄
論

校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
巻
二
、
頁
九
四
。
こ
う
し
た
見

方
は
賈
誼
に
も
見
え
て
い
る
。

（
62
）	「
秦
任
商
君
、
國
以
富
強
、
其
後
卒
并
六
國
而
成
帝
業
。
及
二
世
之
時
、

邪
臣
擅
斷
、
公
道
不
行
、
諸
侯
叛
弛
、
宗
廟
隳
亡
。（
中
略
）
周
道
之
成
、

周
公
之
力
也
。
雖
有
裨
諶
之
草
創
、
無
子
産
之
潤
色
、
有
文
武
之
規
矩
、

而
無
周
呂
之
鑿
枘
、
則
功
業
不
成
。
今
以
趙
高
之
亡
秦
而
非
商
鞅
、
猶

以
崇
虎
亂
殷
而
非
伊
尹
也
。」『
塩
鉄
論
校
注
』、
巻
二
、
頁
九
四
。

（
63
）	『
漢
書
』、
巻
六
八
、
頁
二
九
三
五
。
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